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一
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：

前
世
紀
七
拾
年
代
の
露
西
砬
史
を
繙
く
者
は
其
時
代
を
風
靡
しK

る
革
命
的
知
識
階
級
の
一
の
特
殊
な
る
社
會
連 

動
を
看
過
し
な
い
.で
あ
ら
ぅ
。
多
感
.に
.U
て
熱
情
的
な
ろ
露
西
逝
の
靑
年
は
富
裕
な
る
家
庭
’•
貴
族
的
な
る
父
駙
の 

家
を
棄V

、

自
ら
の
快
樂
を
否
定
し
、堪
え
雛
き
迫
害
せ
苦
慘
e
を
甘
受
し
つ
、
、
或
は
收
師

VJ

し
て
、或
は
敎
師V」

し 

て
".

或
は
，又I

介
の
勞
働
者
と
し
て
，滔
々
相
率
ひ
で
民
衆
の
中
へ
革
命
的
自
曲
思
想
の
宣
傳
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。
 

彼
等
は
主
觀
主
義
學
派
の
創
設
者
.

b
a

v
ro

v

の
學
徒
で
あ
り
、
眞
理
と
1£
義
の
鬪
士 

i

l

l

の
遵
奉
者
で
ゐ 

>
、
.又
か
の
：無
政
府
主
義
革
命
家

B
a

k
g

irr

の
後
繼
者
で
あ
つ
た
。
而
も
彼
等
は
其
の
捧
持
す
る
主
義
思
想
の
如
何 

に
拘
ら
ず
，
民
衆
の
解
放
*M
v「

ふ
確
固
た
る1

の
共
同
目
的
の
下
に
團
結
し
活
動
し
た
。
而
し
て
又
如
何
な
る
手
段 

方
法
を
以
て
興
の
！

m

的
を
達
成
す
可
き
P
の
問
題
に
關
し
て
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
事
•か
な
か
つ
れ
^
し
て
も
"
民 

衆
の
間
に
*
き
、
之
と
接
近
し
且
つ
融
合
す
る
の
絕
對
的
に
#

3?
な
る
を
確
信
し
て
止
ま
な
か
つ
た
の
で
あ
る
C「

民 

衆
の
中
へ
！」

^ '<
N

a
ro

Q.:
,
v
》 N

a
ro

d
,id

ti  

v  N
a
ro

d

 
r
v)

の
標
語
は
彼
等
に
ょ
つ
て
高
く
叫
ば
れ
た
。
併
し
自 

曲
と
芷
義
だ
を
求
む
る
熱
情
の
奔
迸
す
る
所
に
、苒
び
苛
烈
な
る
»
制
主
義
の
暴
カ
的
..迫
害
と
斷
罪
气
か
勝
倒
す
る
。

笫

十

九

卷(一

四
六
七)

■「

ヴ
ナ
ロ
ン
ド 

>
其
後
の
苯
命
的
社
會
述I

 

笫

十

號

A
七



第
十
九
卷a

四
六
八)

r

ヴ
•ナ
ロ
ツ
ド」

晶
後
の
革
命
的
社
會
器 

第

十

號

八

I

雪

は

攀

に

次

ぎ

X

 

Aと
流
血
の
慘v

が
之
k
.伴
な
ふ
ぬ
。
斯
く
て
爾
後
殆
ざ
拾
筒
年
に

H
れ
る
闘
#.
の 

悲
麒
は
、
_
幸
な
る
遑
帝
歴
山
ニ
世
の
暗
殺
に
ょ
っ
て
其
の
幕
を
閉

&
る
の
で
あ
る
.
0

:
.
® 

0 

a 

# 

m 

® 

^

: 

- 

A 

A 

?
 

 ̂

w 

 ̂

M 

w 
 ̂

i

世
の
暗
殺
を
轉
機

t

i
に
新
時
代
を
劃
し
？

の 

ン

i
る
事
が
出
來
る
。
即
ち
農
奴
解
放
後
の

«：
會
.運
動
の
指
a
者
た
る
.ナ

ロ

ド
ー

「

キ
に
代
つ
て
、
社
會
民
主
々
義
の 

運
f

fr
く
此
の
國
综
興
し
來
っ
た
の
で
あ
る
.
マ
ル
ク
シ
ス
■ト
の
ロ
.吻
を
藉
々
て
言
へ
ば
、
露
西
姐
：の
11
:
會
主

f
空
想
ょ

科̂
學
へ
の
重
を
成
就
す
る

'に
至

念

乏

る

。
以
ア
叙
說
す
る
所
は
、「

段
.衆
の
中

へ

」

.の

連

動

以

 

後
此
の
時
期
に
至
る
間
の
露
西
瓯
社
會
速
動
の
槪
要
で
あ
る
。

;̂
•，ナ
ロ
ツ
ー」

! J

ち

「

民
衆

:0
中
へ」
の
運
動

、̂j

八
七
三
年
ょ

$
翌
年
に
百
5
て
最
高
項
に
達
し
れ
。
t 

の
運
動
の
哚
體
ビ
«
做
さ
れ
る'7P

の
は
チ
ヤ
ィ.n
、グ
ス
キ
ィ
_
.

(

独1> で

あ
る

®

e
一〕

チ
ヤ
ィ
ノ
ダ
.スキ
‘(

ぼk
c
l

は
，
I

I
者

K 

f
 

Skii

の
名
に
因
ん
で
斯
く
呼
ば
れ
た
。
併
し
f
!
i 

i

く

く̂1
^
£
1
ほ
思
織
に
觸
れ
て
亡
命
、

:'
.九
0五
裳
海
外
に
居
住
し
て
居
た
0近
年
彼
は
費
i
及
び
協
同
紕
ム
"
Iの
指 

劣

洛

と

し

て

餺

四

孤

の

政

治

的

ァ

社

會

的

生

沽

の

上

に

茁

火

な

る

贷

献

を

鸩

し

て

屈

る

。

 

,

チ
ヤ
ィ
コ
ウ
ス
キ
ィ
则
は
、
&
初(

一
八
六
九
年
の
春)

セ
ン
ト
•
ベ
一
ブ
ル
ス
ブ
ル
ダ
に
.於
て
、
か
の
N
esr
e

vの

益

主

赛

S

謹
の
中
：緊

反

對
しH

親

さ

れ

為

<
小
|

集
合
で
あ
っ
た
。
其
の
百
管

す

る

所
は
自

己

改

豐

自

己

敎

f

で

あ

っ

て

、

總

ゆ

る

組

織

は

其

れ

が

今

後

如

何

な

る

政

治

的

性

質

を

持

っ

に

至

f

-
も

、

又 

將

床

R
於

け

る

一

般

狀

態

の

'經
過

に

伴

な

つ

て

，如

«
な

る

綱

領

を

.採

用

す

る

に

至

.
§
と

.し
て

も

、
其

の

甚

礎

と

し

て

、

道
裰
的
に
發
達
せ
る
個
性
を
有
;1
.
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.と
い
.ふ
事
を
幽
體
の
主
'旨
ミ
し
ね
：
。
'，其

の

に

遨

つ

1:
撰
棒
. 

せ
ら
れ
た
る
書
籍
が
、
|廣
く
會
員
.の
問
に
.颁
布
さ
れ
閱
讀
せ
ら
れ
K

。

8

5

(

訊
ニ〕

試
み
に
此
の
^
做

|:
侬

つ

て

视

挪

せ

ら

ん

れ

る
^
物

^

ぐ̂

れ
ば
*先

づ

o<ern>

(/;<evskii, Dobroljubov, Pisarev
及
'ひ
詩
人Nekrasov 

の
落
作
* Darwin, 

Speacer, 

Mohl, 

D
r
a
p
e
r

の
著
帑
。
又
幾
多
の
史
^
の
間
1
_
1
L
o
e.
s B

l
a
n
c

の
1
佛
]1
西
大
本
命
此」

笫
一
卷
が

^
げ
ら
れ
て 

W
る
ox

L
a
s
s
a
l
l
e

の
詻
诳
及
び
.

M
a
r
x
.

の
一
資
本
論
.

」

浓
ー
卷
.(

第
ニ
卷
^
後

(1
當
時
未
だ
公
刊
ぜ
ら
ね
ず
0
等
。
乂
此
の
豳
髋
は
瑞
西
に
印
刷 

所
^
設
け
て
主
ミ
し
て
阈
禁
の
进
か
印
刷
し
?:
。D

o
b
r
o
l
f
u
b
o
v

の
著
作
，L

a
v
r
o
v

の「

歷
史
的
趣
翰j 、

其

他Lange, 

BJanc, 

couries, 

Flero4ski 

:
等
^
佛
關
柯
革
命
及
、び
勞
働
_問
妞
1
1關
す
る
带
が
其
の
主
た
る
6
の
で
ゎ
る
。
翁
の
列
擧
屮
に
無
政
府
主
義
的
著
作
の
缺
け
て

;a；
'
る
^
が
不
密*
卜
姐 

,

は
れ
る
か
も
知
れ
な
ぃ
。

併
：し
無
政
府
中
：峩

姒

想

は

、
常

時

生

ミ

し

て

外

國

か

ら

-
即

ちB
a
k
u
n
i
n

の

個

々

办

小

册

子

並

に

典

の

機

關

雜

|
|
「

人
民 

.

tr
>
fJ
5
)
M
o，N
a
r
o
d
n
o
e
D

o<
l
.

)

VJ
|:
ょ
つ
て
彼
等
の
間
1-
#
及
し
、
父
時
々
本
國
•卜
潜
入
ぜ
る
泛
1
<目
0,
.1

派
の
劣
の
！1
ょ

つ

て

宣

儆

せ

ら

れ/:
、 

B
a
k
u
n
i
n

の
主
普
が
初
め
て
辦
西
跟
紐
で
刊
行
さ
れ
れ
の
は
ー
八
七
三
印
で
ぁ
る
ミ
言
は
れ
ス
-
。

^
;
^
^
^
^
。
^

Geschichte 

der 

russischea 

ズevolution. 

Bd. 

II. 

.
s
s
'
7
2
,
7
3

し

..：

.

.

.
：

チ
ャ
イ
コ
グK

キ
イ
)̂
の
此
運
動
は
、
wi
k

セ
ン
ト
•
ぺ
ー
グ
ル
ス
、フ
ル
ク
に
0

み
止
ま
ら
ず
し
て
V
*

li
l

各
都
市

I: 

同
種
0 ;
^:
|̂
體
を
1

す
る
に
：至
0:
穴
。
，
而
し
.

時
勢
の
進
展
に
伴
ひ
"

且
つ
西
.歐
諸
國
に
.於
け
る
社
會
連
動
の
P

.
 

發
達
，に
刺
戟
さ
れ
て
、
そ
は
知
識
階
級
間
R

於
け「

る
舭
畲
主
義
思
想
傅
*:
の
中
t
 

?

、

又
®
ら
地
方
各
幽
體
間 

の
仲
介
者
^

な
つ
た
の
で
ぁ
る
。
斯
く
て
、
民
衆
の
革
命
主
義
的
敎
養
を
增
進
せ
し
む
る
，を
以
て
最
も
緊
切
な
る
革
. 

命
の
豫
備
的
條
仲
な
り
S

信
じ
、
從
つ
て
'#
ら
活
動
.の
主
力
を
^

接
農
民
及
び
都
市
勞
働
者
其
も
の
、
間
^
傾
注
す 

可
し
と
の
忍
想
傾
向
が
、
チ
ャ
イ
コ
グ
.ス
キ
イ
團
を
中
心
.と
’し
て
：各
地
方
に
徵
西
ミ
な
ぐ
組
織
さ
れ
た
る
總
ゆ
る
幽 

體
R

普
及
し
て
行
つ
た
。
而
し
て
典
の
結
果
ど
し
て
現
出
し
た
の
が「

民
*

の
中
へ」

の
運
動
で
ぁ
つ
た
。

或
る
論
者
は
"「

民
衆
(7
)
中
.
'へ」

の
運
’動
の
原
因
を
"

.國
際
勞
働
運
：動
.(

イ
ン
タ
.ァ
ナ
シ
ョ
ナ
ル)

の
©

«
の
影
«

浓

ナ

九

卷

(
一,

四
六
九〕

「

ゥ
•
ナ
ロ
ッ
ド
其
後
の
革
命
的
社
會
運
動

 

_
ナ
雜 

八
九



,與

十

九

卷

(

|
西
七

0)

 

r
*
t

ナ
ロ
ッ
ド

」
w

其
後
の
軍
命
的
社
#

運
動

 

第
十
號

 

九
〇

に

歸

せ

し

め

て

居

る

。

凡

そ

勞

働

者

階

級

は

自

ら

彼

等

诌

身

の

政

治

的

社

會

的

使

命

.を

遂

行

す

可

き

任

務

を

負

ふ

も
 

の

で

*

る

と

の

®

念

は

、
：
當

初

ょ

ぅ

國

際

勞

働

運

動

の

根

本

姐

想

を

形

成

す

る

も

の

で

あ

つ

て

、

此

の

思

想

が

露

西
 

瓶

の

軍

命

的

知

識

階

級

^

珊

解

さ

る

、

に

及

ん

で

、

彼

等

は

徙

ら

に

談

論

文

筆

の

裡

に

跼

蹄

す

る

を

®

し

と

せ

す

、 

通

ふ

で

勞

働

者

階

級

の

間

に

身

を

投

ず

る

に

至

つ

ft
^

な

す

の

で

あ

る

。

勿
論
此
の
運
動
も
亦
、
國
際
勞
働
運
動
が
全
歐
羅
巴
に
生
せ
し
め
^1

般
的
感
情
の
結
果
で
め
且
つ
興
れ
が 

露
西
蓝
靑
年
の
精
神
に
最
令
顯
著
な
る
反
_

を
徼
し
た
も
の
な
る
事
は
、
疑
ひ
.を
容
れ
ぬ
所
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
乍
ら 

「

民
衆
の
中
.へ」

の
運
;®
)
は
、二
之
ょ
{
も
遙
か
に
著
る
し
き
特
長
を
持
つ
て
居
る
。
何
故
か
と
言
ふ
に
、
そ
は
鳟
西
25 

櫚
特
の
« :
會
的
情
勢
"
：就
中
"
農
奴
■
放
の
結
果
ど
し
て
生
じ
た
る
一
般
社
會
的
.滅
情
の
當
然
の
歸
結
で
あ
つ
た
か 

ら
で
あ
る
。
農
奴
解
放
は
、
形
式
上
て
は
、
'成
ろ
程
法
律
上
の
人
格
の
自
由
を
農
民
に
.保
證
し
た
。
併
し
農
民
が
其 

の
新
に
獲
#

し
た
る
機
會
を
利
用
し
得
る

た
め
に
は
、
當
然
若
干
の
組
織
的
變
革
が
必
要
：で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
然 

る
に
猓
ら
地
主
の
利
益
を
義
識
す
る
を
主
踉
ヾ」

す

る

政
府
の
政
策
に
禍
CA
せ
ら
れ
て
、
遂
に
此
の
稲
の
改
箪
が
爲
さ 

れ
な
が
0
た
0
で
、
從
つ
て
其
の
解
放
は
最
も
不
完
全
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
農
民
に
對
す
る
物
質
上
、
精
練
上
の 

切
斷
し
雛
き
槃
縛
が
依
然
ど
し
て
殘
茬
し
、
M

も
彼
等
の
無
知
e
貧
凼
ビ
を一

掃
す
可
き
期
望
は
殆V」

存
在
し
な
か 

つ
た
:-
:

0さ
れ
ば
農
奴
解
放
に
隹
つ
て
保
證
さ
れ
た
る
街
凼
_は
、
畢
竟
、
何
等
社
會
的
價
値
な
き」

ir
の
法
律
上
の
條 

文
に
過
ぎ
な
か
つ
た

の

で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て
此
等
一
切
の
事
情
公
變
革
す
可
台
で
あ
る
乎O

此
の
問
題
は
、
 

顶
上
の
-擊
の
如
ぐ
露
西
亞
.の
知
識
階
級
靑
年
の
心
を
博
ち
、
様
々
の
感
動
を
惹
起
せ
し
め
た
0,
彼
等
は
此
の
緊
急 

の
.問
題
を
解
决
す
る
た
め
妃
進
ん
で
典
の
.學
問
を
提
供
す
可
き
で
ぁ
ら
ぅ
乎
。
•彼
等
は
运
に
■斯
ぐ
■爲
す
を
得
た
で
.
*

ら
ぅ
。
併
し
學
問
は
結
局
、
何
等
明
確
な
る
解
決
を
も
與
へ
る
も
の
で
は
.な
炉
.つ
れ
。
討
論
ば
幾
度
び
繰
返
さ
る
、 

/
/し
も
、
01
1

々
白
々
な
る
現
實
の
寒
®
、
即
ち
In
]

®
の
多
數
が
其
の
.ぬ
體
も
胄
»
も
典
に
殆
ざ
支
持
し
得
な
い
程
の
窮 

乏
に
惱
ん
で
居
る
问
前
の
事
實
拭
些
か
も
改
善
せ
ら
れ
得
な
か
つ
た
。
彼
等
は
遂
に
學
問
の
徒
勞
を
感
じ
た
る
の
み 

な
ら
ず
、
{女
閑
と
し
で
學
即
に
&
頭
じ
て
思
る
の
は
|、
;明
に
最
も
嫌
忌
す
可
刍
利
己
主
義
で
ぁ
る
S
考
へ
た
の
で
ぁ 

る
。
斯
く
て
先
づ
自
ら
民
衆
の
中
へ
，赴
き
直
接
彼
等
^
其
の
行
動
5:
共
に
す
る
を
以
て
最
善
«
9
-
信̂
じ
、
最
早
や 

之
れ
が
方
法
の
考
究
に
時
を
空
®
す
可
さ
で
.は
な
いV
J

思
念
す
る
に
到
つ
た
の
で
ぁ
る

;0(
M
a
v
o
r
,
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n

 

E
c
o
n
o
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i
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.
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.
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.
 

.

自
ら
チ
ャ
ィ
コ
、グ
ス
キ
ィ
|1
1
の
ニ
員
と
し
て

「

民
衆
の
中.へ」

の
運
動
を
鼓
_
し
指
導
，せ
るP

e
tr  

K
ro

p
o

tk
in

は
、 

之
を
次
の
：如
く
.說
明
し
て
居
る
。
若
し
露
西
：!!
[
»の
靑
年
が
>

11
會
主
義
を
«
に
抽
象
的
に
の
み
考
へ
て
居
た
と
す
れ 

ば
、「

生
產
用
具
の
共
有」

と
い
ふ
樣
な
a
龠
主
義
的
原
則
の
宣
言
位
で
滿
足
を
感
じ
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ 

し
て
彼
等
は
或
種
の
政
治
®
動
に
向
つ
：：た
.か
も
知
れ
な
い
。
諸
國
に
於
け
る
中
流
階
級
社
會
主
義
政
治
家
等
は
實
際 

此
の
方
向
を
採
つ
て
居
る
。:'
,
併
し
露
西
距
0
靑
年
，
は
全
<
違
つ
だ
方
法
て
社
會
主
義
に
導
か
れ
て
行
つ
た
。
彼
等
は 

社
#

主
義
の
理
論
家
で
は
な
か
つ
た
。
彼
等
は
勞
，働
者
が
生
活
し
て
居
る
よ
6
も
よ
り
良
ぐ
生
活
し
な
い
土
い
ふ
事 

;i
r
依
つ
て
、
,其
の
圈
體
內
で
は
.
.

「

自
己
.の
物
^
汝
の
物」

ど
を
區
別
し
な
い
事
に
，依
つ
て
、
更
に
彼
等
が
父
よ
6
棚 

緻
し
た
る
常
を
彼
等
自
身
の
滿
足
の
爲
め
に
享
樂
す
る
を
拒
ひ
鄯
に
依
つ
て
、
&
會
主
義
者
ど
な
つ
た
。
彼
等
は
ト 

ル
ス
ト
ィ
が
戰
爭
に
關
し
て
入
々
に
爲
し
仪
勸
街
、
即
ち
武
裝
し
乍
ら
戰
铆
を
批
^
す
る
と
い
ふ
樣
な
欺
蹣
を
业
め 

娘
十
九
卷(1

四
七
C
.「

グ
-
ナ
ロ
少
ド
它
芄
後
の
苯
命
的
社
會
述
励
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屮
辦
 

九
一
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九
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四
七
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つ
y
•ナ
ロ
ッ
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後
，峯

，
命
的
社
會
«

糊

 

笫
十
號 

九
ニ 

て
先
づ
武
器
を
執
る
事
を
拒
不：：

せ
ょ
ミ
要
來
し
た
事
を
、
資
本
主
義
に
對
し
•1
行
つ
た
の
で
あ
る
。
露
西
亜
の
靑
年 

は
、
其
の
父
の
所
得
を
個
人
的
欲
望
の
纪
め
に
利
用
す
る
事
を
峻
拒
し
た
。
而
し
て
其
の
.た
め
に
彼
等
は
進
ん
で
民 

衆V」

な
る
事
が
無
論
必
袈
で
あ
つ
た
。
其
れ
故
幾
千
の
靑
年
男
女
は
旣
に
彼
等
の
父
祖
の
家
を
棄
て
、
今
や
自
ら
の 

;

職
業
に
欧
つ
て
生
活
す
る
琳
に
'«
0
た
の
で
あ
る
。「

之
れ
は
龃
織
的
の
運
動
で
は
な
か
づ
た
。
人
間
の
良
心
が
急
に 

.

,-

;
@
顯
め
た
成
る
時
代
に
起
：る
，
：か
の
民
衆
運
動
の
4
_つ
で
あ
つ
/2
而
も
今
や
小
.團
體
が
組
織
せ
ら
れ
，
露
西
商
に 

:
尙

11
1
ど
叛
逆
の
恩
想
を
廣
め
6
系
.統
的
運
動
を
試
4
ん
ど
す
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
、
農
民
及
び
都
市
勞
働
者
の
群 

の
間
に
^

の
宣
傅
を
行
は
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る」

ど
。

K
r
o
p
o
t
k
i
n

は
又
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
，「

多
く
の
著
者
は
"
此
の『

民

衆

，中
へ』

.
の
運
動
を
外
國
か
ら
の
影 

響
.e
い
：ふ
事
で
說
明
し
ょ
ぅ
^
;
:
.
し
た
。『

外
國
焜
動
家
：は
至
る
所
に
居
る』

と
は
好
ん
：で
用
；

S

ら
れ
る
說
明
で
あ
る
。

:

勿

論

我

：々

靑

年

が

B
a
k
g
:
n

の
ヵ
强
い
主
張
に
傾
聽
し
た
の
は
事
實
で
あ
る
。
又
國
.際
勞
働
述
動
，の
活
動
は
確
か
に 

我
々
^
絶
大
な
る
影
#

を
與
へ
た
"
併
しr

民
衆
の
中
へ』
の
運
動
は
遙&

に
h
ぅ
深
い
根
#
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

外
國
煽
.動
家
が
露
西
年
に
訴
へ
た
以
前
に
、
國
際
勞
働
運
動
が
組
織
さ
れ
な
い
以
前
に
、
此
の
運
動
は
始
め
ら
.

•
 

>
.
 

.

.

. 

‘
 

'

.

.
1
1

.

.

.

.

.

.

れ
て
捃
た
？
：
：
私
も
亦
チ
ャ

ィ

；

コ
グ
ス

キ
ィ
闺
內
部
の
此
の
：蓮
動
を
增
進
せ
し
む
る
.爲
に
全
カ
を
薇
し
た
の
で
あ 

る
が
、
併
し
私
は
唯
、
如
何
な
る
個
人
的
努
ヵ
ょ
$
も
遙
か
に
無
限
に
有
カ
な
潮
流
に
從
つ
て
働
い
た
に
過
ぎ
な
か 

つ
た
の
で
あ
る J

。
C M

e
m
o
i
r
s
.
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P
P
'

 

3
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7
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3
0

00」
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.. 

.

.Kr
o
p
o
t
k
i
n

の

此

の

說

明

は

多

少

の

粉

飾

が

あ

る

？

し

て

最

も

良

く

此

の

運

動

の

：本

質

を

俾

へ

て

居

る

も

の
 

、

如

く

で

あ

る

。

耽

に

早

<
 H

e
r
z
e
n

は

.

「

民

衆

の

.中
へ

し

：の

瞥

語

を

■發

し

て

居

‘る

。

又

虛

無

主

義

の

哲

學

者

.P
i
s
a
r
e
v

の
如
き
も
肉
體
的
勞
働
の
必
要
'を
指
示
しV

、

之
れ
'こ
そ
民
衆
：.へ
純
粹
に
接
.近
f 

.
る
の
..
手
段
で
め
る
ざ
：說
い
.て
肩
る
。
 

(IVIasaryk; The spxt of -ussia. volv IL p. 305) 。

而
：し
て Karakozov 
の
徒
黨
は
、
明
に
此
の
述
動
の
先 

鞭
を
つ
け

/2
る
も
の
で
あ
つ
た
。(

«1
1̂2
7€5:
,户
>

p
s
. 

B
 

Lavrov, Bak.unin

•等
も
亦
明
に
、
此
の
運
動 

の
精
神
を
以
て
、
前
時
代
即
ち
六
拾
平
代
に
於
け
る

0<
§
^
|
£
,

 

D
o
b
r
o
j
.
u

o-
c
vの
苹
命

M
想
の
繼
緻
て
あ
る
事

を
承
認
し
て

^
る
。
へ

が̂
： ̂Neaau ; Bakunpund die

' 

rus ischer revolution
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c
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J
a
h
r
g
v
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361 

參
照)

°

:
■
し
我
々
は
、
管
に
革
命
主
義
,®
傅
の
；共
同
目

的̂
ょ
つ
て
結
合
せ
る
の
み
な
ら
^
，
M

に
铜
性
の
尊
重
と
い
ふ 

偷
现
的
目
的
の
下
に
集
合
團
結
し
た
る
此
等
の
運
動
に
於
て
、r

a
v
r
o
v
,

 

M
i
h
a
f

 k
i
i

及
びB

a
k
u
n
i
n

の
恩
想
の 

直
接
0
影
響
を
最
も
明
に
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
就
中B

a
k
g
i
n
.

が
其
の
雄
«
關
達
な
る
文
«

を
鼓
し
て「

民
衆 

ミ
近
く
接
し
て
、
R
衆
合
す
る
英
雄
的
行
動

」

を讃稱し

"「

民
衆
の
中
.へ」

の
主
：張
を
高
唱
せ
る
の
®
情
は
、
筆 

渚
が
嘗
て
の
機
會
に
記
述
，せ
る
所
で
あ
る
0(

本

势

1月
號
拙
稿「

七
拾
年
代
の
露
西
职
社
會
思
想
槪
觀】

參

照

)

。 

農
奴
解
放
に
績
い
た
特
殊
の
社
會
，的
思
潮
を
看
取
し
ぬ
る
社
會
運
動
の
指
導
者
等
は
、
又
擧
？

此
の
主
張
に

S
 

.し
た
の
^
あ
る
.
o 

. 

: 

.

四
' 

.

「

民
衆
の
中
へ」

の
運
動
は
、1

直
接
の
結
果
か
ら
見
れ
ば
ノ
明
か
な
る
失
敗
に
終
つ
て
跨
气
其
の
主
要
な
る
原
因 

は
、
民
衆
の
中
へ
赴
い
た
难
，命
的
知
識
階
級
の
多
く
の
も
の
が
文
學
並
^
歷
史
上
の
偏
铯
に
[^
れ

て

"
農

民

の

眞

相 

を
充
分
^
理
解
し
て
居
ら
な
か
つ
たw

い
ふ
點
に
あ
る
。
嘗
て
筆
者
の
再
三
指
摘
し
^
る
如
く
、
西
歐
諸
國
に
於
け

第

十

九

盤,a

四
七
三

)
r

ヴ
*
ナ
ロ
、ソ
ド>
典
後
の
.苹
命
的
社
會
述
動
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九
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笫
十
.九

卷

ハ一

四
七.四)

'r

グ
•
ナ
W
ッ
ド」 w

其
後
の
革
命
的
.社
會
il
:

p 

第
十
號 

九
四

‘

.

る
社
食
的
、
繳
濟
的
生
活
形
式

嫌̂
焉
た
ら
ず

"
而
も
自
國
に
於
け
る
村
落
共
產
，幽
體
の
制
度
を
现
想
化
し
て

、
* 

西
逝
は
其
の
制
度
を
甚
碰
と
し
て
直
ち
に
ょ
れ
高
さ
社
會
生
活
の
形
式
を
實
現
し
得
可
し
ざ
い
ふ
の
が
、
所
，謂
當
時 

:
の
社
會
主
義
瓜
想
の
根
抵
を
な
す
ナ
ロ
ド
ン
ー
キ
の
觀
念
で
め
つ
た
の
で
あ
る
が
、
斯
の
如
き

1
念
の
中
に
は
、
自
ら 

露
西
取
の
農
戌(
m
u
s
o
を
尊
前
し
之
を
理
想
化
す(

傳
統
的
の
ス
ラ

.ゥ
主
義
的
俎
：想
が
流
れ
て
居
た
の
て
め
る

0 

吻
論

.

「

is
'
衆
の
中
へ」
!(
7
)
^
»
の
當
晚

2
あ
ダ
て
狀
，
旣
に
都
市
勞
働
者
の
存
在
を
無
視
し
得
な
い
狀
態
に
め
っ
U 

の
.て
：
.
^然

贫̂
の

n
t:
%'
SE
®
力
行
は
れ
た
の
て
あ
る
方
革
命
的
宣

'«
の
主
：ヵ
は
依
然
農
民
の
間

倾̂
注
さ
れ 

: 

た
。
彼
等
革
命
家
に
と
み
.て
は 

> 

.

其
の
理
想
化
さ
れ
た
る
農
民
は
直
ち
に
彼
等
の
高
遠

る̂
思
想
を
理
解
し
、
革
命 

丨
的
大
衆
運
泐
に
向
つ
て
彼
等
と
ー
致
し
幽
結
す
る
か
の
如
く
信
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
農
民
は
：
3>
る
^
に
が
て
彼
等
の
»

«
を
|£
切
つ
^
。
*
民
は
知
識
階
級
の
運
動
の
眞
意
を
補
促
し
得
ず

.

し
て
、
常
に
保
守
的
«
念
ど
逛
瓔
的
態
坡
^
を
以
て
彼
等
ミ
の
接
觸
を
囘
避
し
た
の
で
あ
る
。
1

\

^

3は
之
を
次
の

記
し
で
居<? 

o「

初

外

還

衆
0

中
へ』

の
運
動
が
行
は
れ
た
時
ノ
農
民
は
土
地
間
題
の
根
本
的
解
決
を
熱
望
し
へ

て
居
る9

で
あ
る
か
，ら
。
從
つ
て
彼
等
の
革
命
的
手
段
に
聽
從
す
る
だ
ら
ぅ
ミ
い
ふ
事
が
想
像
さ
れ
た
。
然
る
に
間
：

も
な
、
斯
.フ
い
ふ
琪
が
明
に
な
つ
た
。農
民
•の
待
望
し
て
居
る
，り
は
何
等
か
の
奇
躜
の
起
るV」

い
ふ
事
だ
け
で
あ
る
。

だ
か
ら
彼
等
農
战
にV」

つ
て
は
、
斯3

如
さ
奇
躐5

出
現
を
容
易
な
ら
し
む
る
た
め
の
手
段
を
！！
ず
るV」

い

ふ

接

、

考
は
、.
全
然
問
題
外
で
あ
.つ
た
の
で
あ
るJ

。
(
o
p
,

 cit. 

P. 

1
0
5
)。

故
に
自
ら
民
衆
.の
中
に
投
じ
た
る
知
識
.踏
«

の

.

人
々
は
、
'彼
等
の
眞
»

な
る
努
力
に
も
拘
.
b
T、
農
民
の
無
力
と
無
關
心
さ
に
依
つ
て
殆W

何
镣
の
迤
步
の
行
は
れ
，
 

難
さ
を
•知
3

*
痛
ぺ
そ
の
意
氣
を
.沮
喪
せ
し

.め
忆
る
の
み
な
ら
ャ
、
.農
民
.は
文
食
憲
に
左
如
し
て
彼
等
を
淼
切
る
.場

合
が
稀
で
は
V
か
っ
た
の
で
、
甚
だ
絕
望
せ
ざ
る
.を
得
.な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
加
之
、
他
方
官
憲
は
此
の
述
動
を
抑 

M

•す
る
た
め
の
高
腿
的
手
段
を
用
ひ
、
大
规
模
の
拙
縛
に
續
ぃ
て
峻
烈
^
る
斷
罪
ビ
處
刑
と
を
執
行
し
、
全
く
之
を 

絕
滅
せ
し
む
る
迄
決
し
て
逮
拙
の
手
を
緩
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
s〕

..(

s
a
c
k
: 

T
h
e

 

Birth 

o
f

 
the 

R
u
ssian

D
n>
i3
o
c
r
a
c
v
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jp. 47. 

M
p
v
o
r

; oprctt. 
V 
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o
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s
t
e
p
n
i
p
k

の
記
す
所
-レ
侬
れ
ば
、
抓
_
さ
ハ
1-
|
.っ
維
仲
|*
附
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
總
數
は
千
四
叚
人
で
、
其
中
七
；白
人
|1
問
も
な
く
猙
放 

せ
ら
れ
、
殘
餘
の
教
はl,

部
.乃
；虫
四
¥
の
禁
娴
に
處
せ
&
れ
?:
。「
！

九
三
人」

e

i
 1

9
30

の
雜
叫
-し
於
て
，
典
の
屮
七
十
三
名
は
、

四
旱

 

1:

]3
1
:る
密
叫
の
間
|-
1

、
成
|1

發
肚
し
或
は
5
!殺
し
?:
ミ
い
ふ
。
而
も
結
周
有
卯
だ
つ
れ
の
は
四
十
名
|1
過
ぎ
な
か
つ
た
の

で

あ

る

。

如
何
に
そ
の
腿 

迪
の
苛
_

1
あ
つ
?:
か
^
推
知
し
得
る
隸
で
あ
る
0

併
し
パ「

民
衆
の
中
へ
しV®

運
動
の
失
敗
と
官
憲
の
之
に
對
す
る
峻

■な
る
刑
罸
ヾ」

は
、
決
し
て
革
命
的
社
會
運
動 

を
抑

1|
:す
る
の
原
因

は̂
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
に
於
て
"
此
の
連
動
.は
、
興
の
結
果
i
し
て
農
奴
解
放
以
後
に
於 

::

け
る
農
民
問
題
の
實
除
的
性
質
を
，1
.層充
分
に
理
解
せ
し
め

>
從
っ
て
苗
命
的
知
_
階
級
を
ょ
り
ょ
く
糾
合
圓
結
せ 

し
む
な
こ
と
に
な
り
、
他
万
に
於
て
.、
.官
憲

.の
極
.端
.な
る
魈
迫
：は
"
此
等
革
命
的
分
子
を
壤
滅
し
得
な
か
っ
た
許

A 

て
は
な
く
、
反
っ
て
彼
等

4:
促
じ
て
恐
怖
主
義
的
行
動
に
出
で
し
ひ
る
.の
結
果
を
酸
成
し
た
る
も
の
で
あ
っ
た
リ 

:
■
.五
.：
：
 

.

'

.

.

.
3て
先」

名
述
べ
/2
る
如
く「

民
张
の
中
へ」

'

の
運
動
がB

i
k
u
n

B*
の
思
想
の
影
響
を
受
く
る
事
著
る
し
か
-cv

し 

は
、
拒
否
せ
ら
れ
得
ざ
る
事
實
で
め
る
.が
'

1

§̂
1

1

:

1自
烀
も
亦
一
八
七
二
年
國
際
勞
働
者
協
會
脫
退
の
後
、
露
西 

ss
i

の
)li
t
:會
運
勤
に
it
接
關
與
す
る
*

®

々
で
あ
っ
た
•か
た
め
.、
彼
の
影
響
の
下
に
.組
織
せ
ら
れ
穴
る
無
政
府
主
義
的 

の
結
社
圈S

は
*「

民
衆
.の
中
へ」

の
運
動
り
終
煺
後
に
於
て
も
"
猶
各
地
に
亘
っ
て
彼
等
の
運
磡
を
持
績
し
て
居
た
。

笫
十
九
卷(

一
四
七
五)

「

グ
-ナ
ロ
ぃ
ノ
ド」

^
卯
後
の
苹
命
的
社
會
迦
呦 

笫
十
號 

i
,
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四
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W
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後
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苹
命
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咏
會
齡
動

 

笫
十
號 

九
六

- 

'
i 

.

.. 

.

此
等
の
結
社
中
著
名
な
る
も
の
と
し
.て
.我
々
は
'
1な
ョ
0
器
0
名
を
中
-心
^

す
.る
團
(®
-
、

S
e
r
g
i
u
s

 

K
o
w
a
l
i
k

に
1

 

さ
る
\
。へ

一

グ
ル

ス
ブ
ル
グ
の
結
社
、
旅
.に

o
o
o
G
s
c
h
e
w

W-
體
を
擧
ぐ
る
.事
♦か
出
.來
‘る
b:

其
.等
は
主
S

し

て
W
を
§

3 * 

M

想
の
宣
傅
ふ
革
命
的
叛
亂
の
煽
動
と
に
從
事
し
た
の
で
あ
る
。
例

へ

ば一

八
七
三
年
九
月
の
宣
言
書「

露
西
姐
革 

命
家
に
與
ふ」

の
内
容
は
、
明
にB

a
k
u
n
i
n

 

.の
思
想
.の
表
現
で
あ
つ
^

。
宣
言
書
^

言
ふ
。
我
等
の
祖
國
は
全
世
界 

の
革
命
で
あ
る
。
我
等
の
唯
一
の
敵
は
總
ゆ
る
種
類
の
權
カ
形
態
て
あ
る
。
そ
れ
•か
宗
敎
上
の
敎
義
で
あ
ら
ぅ
i

、 

科
學
上
の
理
論
で
あ
ら
ぅ
ど
、
或
は
政
治
的
、
社
會
的
.又
：は

經

濟

的

制

度̂
あ
，ら

ぅ

と

、
同

じ

事

で

あ

る

。
故

に

(

一)

、 

:

(

，今

日

の

市

民

社

會

を

形

：成

ず

る

所

：の

:
1切
0

宗
敎
上
、
政
治
上
”

社
#

上
.の
諸
制
度
を
徹
靡
し
"

0

 

一
 )

、
■尙
咖
な
る 

段
衆
の
獨
立
的
任
意
組
織
を
創
設
し
、
之
れ
を
以
て
現
在
の
國
家
組
織
に
.代
ふ
る
«
,が
，絕
對
に
必
要
.で
あ
る
と
。
宣 

.言
書
：は

民

衆

の

革•命
的
本
能
を
信
じ
*
革
命
士
は
革
命
主
義
的
熱
情
の
組
織
的
爆
發
ゼ
あ
气
同
時
に
市
民
的
國
家 

組
.織
の
完
全
な
る
破
壤
を
意
味
ず
る
も
:0
で
あ
る
へ
/」
考

へ

る

。

又
，そ

れ

に

依

れ

ば
"

無

政

府(
A
n
a
r
c
h
y
)

 

く
は
人 

民

の

內

に

存

す

る

努

力

，の

表

現

に

他

*

ら2
。

人
類
に
於
け
る
眞
の
平
等
及
び
事
物
の
新
し
&

秩
序
、
換
言
せ
ば
全 

.

人
の
圓
滿
無
障
の
發
股
^

勞
慟
の
任
意
組
織
を
蕋
礎
せ
す
る
新
秩
序
ど
は
"

此
の
無
政
府
か
ら
生
じ
來
る
も
の
で
あ 

.

「

る
。
:
而
し
て
宣
言
書
は
、
：進

ん

で

：.
:B

a
k
g
i
,

る
の
で
あ
る
o (

K
u
l
c
z
y
c
k
I
: 

a. 

a. 

p
 SS. 

I
2
I
-
I
2
5
)
。
.

.I
H
岛
3
V
:の
學
徒
も
亦
、「

民
衆
の
.中
へ」

の
連
動
に
左
祖
し
た
る
の
み
^
ら
す
、
社
會
.の
根
本
的
變
革
を
主
張
，し 

且
つ
國
家
的
權
カ
を
杏
宠
す
る
そ
の
態
度
に
於
て
、
槪
ねB

a
k
u
n
i
n

派
の
主
張
に〗

致
し
た
。
併
し
後
者
の
著
る
し 

ズ
箪
命
的
な
る
に
比
し
て
、
前
者
の
主
張
は
.寧
ろ
漸
進
主
義
的
.の
色
彩
を
帶
び
，て
'居
た
o
彼
奪
：は
人
民
の
敎
化
を
以

t
第

r

の

緊

要

事

な

6
と

し

"
社

#
變

革

の

到

來

す

る

迄

{;
ル

尙

、

相

當

の

準

備

沏

間

•か
必

喪

で

ぁ

る

ビ

m

め

て

质

々

の

で

あ

る

。

:
:

:
: 

• 
ノ

L
a
v
r
o
v

派

(
L
a
v
r
o
v
i
s
t
)

は
、

一
八
七
三
年
ょ
ぅ
同
七
八
年
迄
チ
ュ
ー
タ
ッ
ヒ
及
び
備
敦
で
樣
々
の
形
式
で
刊
行 

さ
れ
た
機
關
雜
認：

v
p
e
l
.
e
d
=
「

前
進)

に
據
つ
て
、
そ
の
.主
義
の
官
傳
に
努
め
た
。-

v
p
e
r
e
d
。

の
綱
領
は
、
各 

批
判
的
能
ヵ
を
有
ず
る
人
の
參
加
す
可
き
ー
ー
個
:0
漕
遍
的
職
務
即
ち

一
一個
の
鬪
爭
の
存
在
を
認
め
て
®

る
。

一
は
神 

':
i

學
的
及
：び
形
而
上
學
的
觀
念
に
對
す
.
y
現
實
主
義
的
»
念
の
鬪
邻
"
宗

敎

に

對

す

る

科

學

の

鬪

爭

で

ぁ

つ

て

"

他
は 

不
勞
消
費
に
對
す
る
勞
猶
の
H
®
、:'
'
'
.總
ゆ
る
形
式
の
獨
占
に
»
し
て
、
個
人
の
爲
め
に
■完
全
な
る
平
等
を
得
ん
S
す 

,

る
_

荦
で
ぁ
る
。
綱
領
に
依
：れ
&
ク
施
者
の
鬪
爭
ば
殆V」

露

西

亜

に

於

て

終

了

し

た

。
併

し

後

者

の

鬪

爭

に

_
し
て 

は
、，
：
今

や

そ

の

た

め

の

現

實

主

義

的

®

礎
が
必
要
で
ぁ
る
。
而
し
て
玆
に
現
實
主
義
的
基
礎
と
は
V
實
證
論
的 

> 
科

'
學
剛
社
會
主
義
を
意
味
ず
る
も
办
で
ぁ
つ
た
。(

M
a
s
a
r
y
k
:

 

T
h
e

 

s
p5:
f o

f

^

i
w-
, 
く

。
一，

K

.
 p

p
,

 

8
9
-9
0
、

圯
の

:
-
■ 

>
 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

 
.

.

.

.
 

- 

.

.

.

.-
 

'

黨
派t

r
L
a
v
s
v

に

遵

づ

，
て

：

;'M
a
r
x
:
,
:

の
階
級
鬪
爭
說
を
.承
l&
し
た
。
又
經
濟
間
.題
が
總
ゆ
る
問
題
の
根
幹
で
ぁ
4
 

ぃ
事
を
理
解
し
"

政
治
間
題
は
之
れ
於
從
た
る
舛
き
も
の
で
ぁ
も
事
を
岛
張
.し
て
居
る
。
觅
に
又
彼
等
は
、
緣
西
ii
l
i0, 

農

民

，を

エ

業

勞

働

者

に
»

す
ん
と
_

じ
見
地
か
ら
觀
察
し
て
>

舭
等
全
勞
働
者
階
級
を
網
羅
す
5

铤
括
的
組
織
の
必 

要
：を
ガ
說
す
る
。
個
々
の
隱
讲
は
啻
に
不
合
理
な
る
0 :
,
み
な
ら
ず
> 

彼
等
の
敵
の
强
大
な
る
組
織
に
對
し
て
殆V」

無 

:

力
な
る
可
き
を
以
て
、
ぁ
る
：。
彼
等
敗
、
終
埽
の
目
的
は
：一
擧
|'
:

し

て

逯

成

せ&'
れ

得

な

い

も

の

で

ぁ

つ

て

、
必
T
 

.
そ
れ
に
到
ろ
中
_
的
階
梯
0

ぁ
る
可
き
を
信
'*
如
於
故
ほ
、̂

に
目
的
0'
龜
成
^

可
能
な
?>
:
'じ
む
る
手
段
を
迫
求「

し
、
 

又
之
れ
が
適
當
な
る
手
段
.を
：撰
徵
す
る
^;
躊
躜
す
耶
參
で
は
な
い
f

主
：娘

し

て

風

る

。

け

れ
^

も
彼
等
は
、
自
m

黨
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四
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し
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九
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後
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葙
命
的
社
會
.連
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四
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r

ゥ
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ナ
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j
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典
後
の
取
命
的
社
會
亂
励

 

笫
ヤ
號

の
立
憲
主
_

に
は
全
然
度
對
す
る
。
何
故
か
と
い
ふ
に
、
彼
等
に
と
O'
て
は
、
單
な
る
政
治
的
改
荜
は
無
意
義
な
る 

の
み
な
ら
ず
"
中
央
集
權
的
帝
配
に
作
ふ
る
に
中
*
集
*

的
市
民
政
治
：を
以

V

せ
ん
と
す
る
企
圖
や 

> 
又
今
日
の
國 

:

:
家
權
ヵ
の
分
配
形
式
を
排
し
、
他
の
も
の
が
代
っ
て
之
れ
が
分
配
^
參
加
せ
ん
ど
す
る
一
切
の
努
力
こ
そ
は
、
實
に 

社
會
生
義
者
が
全
然
敵
視
す
可
き
肌
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
は
あ
る
。

.

綱
領
は
各
國
民
の
關
係
に
論
及
：¥

此
等

0 :

問
懸
は
畢
竟
社
會
的
_

爭
ご
い
ふ
佥
民
の
共
同
目
的
に
依
つ
て
稷
は
..

る
可
会7P

の
で
あ
る
，
換
言
せ
ば

V言
諝
を
異
に
し
文
化
の
程
度
を
異
に
す
る

所
の
諸
國

R
於
て

•
社
會
的
發
展
の
徑 

路
は
必
す
し

も 
一
«
で
は

:̂
,く
て
、
.
^
等

の
國
民
は
.各
々
特
殊
の
任
務
を
有
す
可
し
ど
す
る
も
、
而
も
金
民
は
彼
等 

の
傅
統
を
超
え
て
人
類
共
同
の
自
的
の
像
め
に
一
致
團
結
す
可
き
も
の
で
あ
るv

j

言
ふ
。
即
ち
そ
は
、
各
國
民
相
互 

間
の
敵
視
を
以
て
最
も
非
社
會
主
_
的
な
6
と
し
、
ィ
ン
タ
ァ
ナ
シ
ョ
ナ
ダ
の
精
神
を
高
唱
し
て
居
る
の
で
.あ
る
。

^
く
.
.て—

.：
此

の

.
綱
«
.
ヵ

國

象#
カ
*
排
斤
し
又
.ィ
.
.ン
タ
ァ
ナ
シ
：
ョ
ナ
^
の
精
刺
^^
カ
說
す
る
觀
に
於
て
，

B
a
k
u
n
i
n

 

: 

.:
派
の
無
政
府虫
義
的
主
張
：ざ
些
が
名
異
な
る
所
が
な
い〜
動
者
の
顔
著
な
る
相
違
は

へ
旣
に
指
摘
せ
る
如
く
、
前
港 

.が
先
.づ
革
命
的
變
苹
の
豫
_

«
件
巴
し
て
、人
民
を
啓
發
敎
化
す
る
の
必
製
を
信
じ
た
る
の
®

に
繫
る
も
の
で
あ
る
？

«
領
の
示
す
所
に
從
へ
ば
、
露
砌
取
に
於
て
人
ロ
の
優
勢
な
る
多
擻
を
卿
成
す
る
V

Q
は
農
民
で
あ
る
か
ら
、
露
西 

ぃ
：；：
:〗

!'
!

:

:

而
し
で
露
西
迎
の
革
命
家
即
ち
知
識
階
級
の
仕
事 

V

パ
は
、
社龠主篛の

9
的
を
人
民
に
理
解
せ
し
む
る
に
あ
る
。
併
し
彼
は
人
民
の
上
^
權
カ
を
行
使
し
ょ
ぅ
と
挈
ん
で
. 

は
な
ら
な
い
。
彼
の
唯
1
の
任
務
は
、
‘
；
般
の
社
#

的
熟
情
を
實
現
す
る
亊
に
在
る
。
個
性
と
し
て
思
考
す
る
所
の 

信
念
を
人
民
に
保
有
せ
し
め
、
乂
人
R-
を
敎
f
eし

て

彼

箏

自

身

；の
目
，，

.»'

.
?
.活

：

動
：：

9
>を
實
現
.せ
'し
む
る
、.換
言
せ
|1

!

.

\

0

善
ざ
將
來
の
だ
め
に
道
を
鋪
{
の
が
知
_
階
鞑
の
任
#'
で
'あ
る
彳
歷
殳
吣
#

展
.の
ま
過
.が
、
革
命
の
時
期
，か
逼 

^
 

迫
し
而
し
て
露
西
劭
の
人
民
が
其
の
た
め
に
準
備
さ
れ
て
居
る
と
い
ふ
凝
を
指
示
し
た
る
時
に
の
み
，
初
め
て
我
 々

は
，
大
軍
命
の
實
現
を
人
民
に
慫
慂
す
る
の
が
正
當
で
あ
る」

◊
革
命
は
人
爲
的
に
喚
起
せ
ら
れ
得
可
き
も
の
で
はy 

.

い
。
そ
れ
は
長
きI

聯
の
褪
雜
な
：る
，歷
史
的
行
程
の
結
果
で
あ
つ
て
、
個
人
的
*
志
の
結
果
で
は
な
い
。
勿
論
適
時
に 

:
:於
け
る
叛
亂
の
企
_

は
：、;:
假
令
不
成
功
^
終
る
ミ
し
て
も
猶
且
つ
社
會
的
敎
育
の
ー
便
法
で
あ
る
"
併

し

特

殊

の

革

.

——

.:

命
•か
有
用
で
あ
るV

J

又
.は
有
害
で
：あ
る
ビ
に
論
な
ぐ
> 

革
命
が
歷
史
的
發
達9

結
果 

し
て
生
す
る
ど
い
ふ
事
は
、

不
可
避
的
必
然
の
#

實

で

，
あ

る

」
〗

と

;0
又
此
の
綱
領
が
"

村
落
共
產
團
體C

M
5

を
社
會
的
經
濟
的
遞
礎
と
し
、
此 

.
の

上

：
に

全
«|
:
會

の

社;.
#
主
義
的
改
革
を
實
行
す
可
し
ビ
す
る
ナ
ロ
ド
一
一
キ
的
觀
念
を
固
執
し
て
居
る
の
は
勿
論
e

あ 

る
が
、
唯
之
れ
が
實
行
め
，前
提
條
件
ど
し
て
’、
農
民
が
敎
化
さ
れ
充
分
社
會
的
欲
望
を
现
解
す
る

に
至
る
事
が
必
要 

.

.
で
あ
る
.ど
レ
て
居
る
の
'で
あ
る
。
然
ら
.ず
ん
ば
、
假
令
革
命
が
成
就
す
る
S

も
"

彼
等
.か
再
び
少
數
漭
の
た
め
の
搾 

.
取
の
具
^

供
せ
ら
れ
る
を
保
し
難
い
か
ら
で
あ
る
、
ど
。(

K
u
l
c
z
y
c
k
L

 

a. 

a
，

o
. S

S
.

 

I
T4
-
I
I6
, 

S
.

 

I
2
p
y

 

.

M
a
r
x
&
c
o
s
e

 

v
e
r
s
u
s
B
a
k
u
n
i
n

 

:

之

れ

が

牝

の

革

命

的

綱

蒗

の

中

、し
思

&

で
あ
つ
た
。
當

時

B
a
k
u
n
i
n

の
革
命 

主
_

に
鼓
舞
せ
ら
れ
'た
露
：四
蓝
靑
年
の
戰
闘
的
熱
情
を
目
擊
し
代
る

L
^
'
o
v
は
，
1
飛
蹓
の
前
に
凝
視
せ
ょ
Iと
練 

言
し
た
。
彼
は
秘
密
結
社
の
陰
課
に
反
對
し
て
宣
傅
の
效
梁
を
强
鰣
し
れ
。
故
に
そ
の
反
對
者
は

P

I
派
を
-侮 

藤

し

て「

改
避
論
者」

(
p
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e
s
)

 

-̂

呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
' (M

a
s
a
r
y
k
.

 

o
p
.

 

c
i
t

 

p
.

 

9
2
/
.
*

II
兎
も
あ
れ
"

B

a

l

i
B-
派

と

L
a
v
r
o
v

派
ど
は
兩
令
齡
峙
し
て
彼
等
の
主
義
の
宣
佛
に
努
め
rd
。
此
の
ニ
個
の
革 

.

.命

的

社

會

艰

想

の

傾

向

，は
^

七
抬
年
代
化
於
げ
る
«

西
]]
]1
£

知
識
階
級
を
全
く
席
滋
し
盡
し
れ
る
の
»

が
あ
る
、

一 

第

十

九

卷

(
1

四

七

を

r

f
ナ
ロ
、

v

ト
U-
W
其
後
の
革
命
的
社
曾
越
励 

0
S 

九
^



笫

十

九

卷

(
1

四
.ん
〇)

T

ヴ
•
ナ
n,
ブ
,r
 
%
ル
後
の
革
命
的
'社
#
述
動 

第
十
跳 

一0
0:

八
七
三
年
の
秋-

v
p
e
r
e
d
,

の

第

•—
•
號
が
露
西
盥
内
^
に
歡
キ
に
齎
さ
れ
^

之
れ
：が
普
及
甘
ら
れ
た
る
.
時
を
同
じ 

ぅ
し
て
、B

a
k
u
n
i
n

派

に

ょ

つ

て

徽

瘍

ぜ

ら

れ

.たるB
a

k
l

の

著

作「

國
家

と

無

’政f

j (

r Go
s
u
d
a
r
s
t
v
e
m
o
s
t
i 

A
g
r
c
h
i
j
a
J

及

び「

ィ
ン
タ
ア
ナ
、

>

 

ョ
ナ
ふ」

の
史
的
發
'戚」

つ
へIstorltscheskoe 

Razvitl.e 

J
n
t
e
m
a
d
o
n
a
l
e
J

 

，が
'之
れ
又
露
西
亜
に
現
は
れ
、
其
の
翌
年
五
六
月
の
交
:Vp

e
r
e
d

 

X
の
.第 
一' 
ー«
第
三
號
.の
出
現
す
る
‘

に
及
ん
で
V 

B
a
k
u

s.n

派

は

G
a
i
l
a
u
m
e

の
著
*
の
反
譯

「

ブ
ル
I

ド
ン
の
無
政
府
主
義」

(

r A
n
a
r
c
h

c:;
a

 

p
o

 

?
30.
0目

0
を
以 

.
て
之
^

對
し
た
の
て
あ
る
。
<

前
揭
拙
稿
參
照)

" 

广

:
六

ド

：

.

«
西
取
に
於
け
'る
社
會
：主
義
的
革
命
思
想
は
；
常
に
專
制
キ
義
的
帝
政
に
對
す
&
反
逆
の
思
想
さ
錯
錚
し
て
居
る

,點
£
於
て
、
最
も
著
る
し
&
特
色
を
有
す
る
も
の
で
あ
0
忆
：
斯
ぐ
て
_

々
は
社
#

_
經
濟
的
■
苹
を
標
赞
す
る
革

命
的
民
衆
：運
動
の
主
張
せ
ら
れ
た
ふ
時
代
に
於
て
，
又
常
に
、
政
治
的
-ァ& 

V
ズ
ム
の
傾
向
が
之
れ
に
隨
伴
肯
る
の

:

事
實
を
看
過
じ
得
な
い
0
で
あ
る
。
ー，八
七
五
年
以
降
、
ジ
-
ネ
バ
0

«
關

紙

:

Jへ
警
鐘〕

に
據
れ
名
H

l

<

の

I

f

は
、
.著
之
れ
が
適
例
で
あ
る
' 

ノ

Tic

ぬe
v

は
、
農
奴
解
放
it
後
に
於
け
.る
堪
命
的
示
威
運
動
化
參
加
し
佗
るB

l
a
n
q
l

の
一
人
で
あ
つ
て
、
夙
に

K
a
r
a
k
o
z
o
v
.

事
件
並
に
，N

e
g
v
:

の
.陰
謀
事
#
-
U連

座

具

に

®

禁
.投
獄
の
辛
酸
を
嘗
め
た
る
革
命
家
で
あ

，る
'0
彼
の
目
的V」

す
る
所
は
'
:

「 N
e

rKa
e
v、

の

J
p
s
b
l
n
i
s
m

を
繼
承
し
、
班
に
之
を
發
展
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
つ

ft

。‘
彼
に
依
れ
ば
、
革
命
の
第一

の
直
接
目
的
は
政

，

權
の
篤

：

奪
に
あ
る
。
彼
に
ヾ」
つ
て
は
、

L
a
v
r
o
v

は
固
ょ
b
 

B
a
k
u
§

I
.
n

す

ら

、

N

e
fx
.
a
e
v
.
の

.

.

「

革

命

敌

義

.
W答

し

に

於

.：

s
T

を

'「

ブ

.-:
^;
ぐ、シ

■.ョ
ア

似

而

，非

'萆

命

电

義

者

し

.に
他
ら
，
な

..
か

'

hII
詞5女i 
1? 1 ^
s
I"$
511 KI

P

I
b
I
1
義

11； S他
II
I

.o

る

。

〈

驻 

”

'̂
5
' 

へ

c
il
i

l

vKa
r
a
k
s
o
v

祺

件

、

プ

^

^
く

の

旭

想

ど

陰

誅

ハ

並

に

後

者

式

^
邕

&

ロ

这

の

關

係

等

に

就

弋

は

、
本
誌
笫
十
八
卷

妬

九

髀

所

載

拙

稿 

「

農
奴
關
放
倣
の
餺
拽
；"：ふ
社
會
述
勋」

#
胳
か
乞
ふ
。

•
 

T
k
&
e
v
」

の
思
想
は
明
に
無
政
府
主
義
的
で
あ
つ
ぬ
。
併
し
被
に
依
れ
ば
，
無
政
府
主
義
的
®
會
は
遙
遠
攻
る
將 

來
の
理
想
と
認
ひ
可
&

も
^;
に
’過
ぎ
な
い
。
無
政
府
は
.權
ヵ
め
否
定
を
意
味
す
る
。
併
し
權
カ
な
る
も
の
は
，
無
政 

府
生
義
者
0

俎
念
す
る
郏
く
現
*

の
社
#

枘
遒
惡
の
基
礎
で
は
な
ぐ
て
フ
必
然
：

g

 

k
存
莊
す
る
現
象
に
他
な
ら
ぬ
.
。
. 

即

ち
1
切
0

社
會
的
慘
禍
、:;
:

1
切
の
#]
:
會
土
の
虛
僞
ど
い
ふ
#

な
も
の
ね
、
權
力
の
結
果
で
は
な
く
て
、
肉
體
上
" 

知
識
上
、
：經
濟
上
、
政
治
上
、
其
他
總
ゅ
る
方
面
に
於
け
る
人
.間
の
不
平
等
の
結
.果
で
あ
つ
て
、
此
の
種
の
不
平
等 

;;
^

存
^

す
.る
限
々
に
於
て
、
：其
の
.社

會

は

又

當

然

權

，ヵ

の

支

配

す

る

社

會

で

あ

る

。

故

^

社
會
全
：員

の:[
|
|
]̂

完
全
な 

，"る
平
等
が
好
信
れ
ざ
る
限
り
，
無
政
府
狀
態
の
實
现
は
不
可
能
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
"
將
來
の
社
會
漱
序
の
最
も
著 

る
し
き
#

長
は
、
嫵
政
府
で
は
な
ぐ
て
卒
等
で
あ

る

。

平
等
行
は
れ
て
初
め
て
無
政
府
狀
翻
が
可
能
、/」

な
り
，
兹

:(
: 

初
^

V

完
佥
な
る
自
曲
が
存
在
ず
.る
。
總
て
此
の
觀
念
は
又
*

一
 

つ
の
も
の
に
包
含
せ
ら
れ
る
。
同
胞
愛
.(B

r
s
e
r
l
i
-

 

&
k
e
i
t
}

が
即
ち
之
で
あ
る
。：俩
胞
愛
の
支
配
す
る
所
に
自
由
へ
/
S牛
等
ど
が
办
り
"
其
處
に
は
何
等
め
權
カ
も
存
在
し 

な
い
。
3

て
斯
の
如
き
見
地
か
ら
出
發
し
て
* 

H

l

<敁
次
の
如
く
觀
爲
す
る
の
で
あ
る
。
平
等
と
同
胞
赞
ど
を 

招
來
す
る
事
な
く
ん
ば
.，
如
何
.な
る
苗
命
ど
雖
も
"

無
政
府
虫
義
的
社
#

*
織
を
實
現
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。 

泚
0

目
.的
に
向
'り
て
"

先
づ
社
會
の
潇
條
件
が
變
革
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い

。

不
伞
等
ど
猜
疑
i

競
维
ぞ
を
支
持
す 

,
る
.

I
:

切
の
制
度
が
絕
滅
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
*

#

の
も
の
e

全
然
反
對
の
諸
要
素
を
社
會
生
活
の
中
に 

:

笫
屮
九
卷(

1四
八
一)

マ
ゥ
•
ナ
0
ッ
r
j
w唭
後
の
傘
命
的
秕
兪
瓶
動
：
 

第
十
掘
一
の」



第
十
九
卷
二
贺
ニ
しr

グ
•ナ
ロ
ッ
ド」

S
後
の
革
命
的
社
會
蜃 

第

十

ぶ

5
二

霊

艺

む

孟

m

f

 

而
し
て

5
革

命

的

簾

I
行
す

f

Q
は
革
命

I 

的
«
家
.で
あ
る
と
い
ふ
0
が
>
彼
の
結
論
で
あ
る
。
 

-

H

I

の
革
命
的
厕
象
は
二
重
S

能
.を
有
す
る
。
.消
極
的
の
即
為
鐵
的
s

f

、
.積

極

的

の

即

ち

雄

設 

的
機
能
ミ
が
、
之
れ
で
あ
る
。
前
者
は
；闘
'零

？

暴
ヵ
行
爲
て
：あ
る
。
然
る
S

設
的
行
f

し
て
は
、
.國
_

:

會

(

皆

s
d
n
a
j
a
D
u
a
a
)

.ど
司
法
上
の
他
の
®

會
的
代
議
.
■
度
士
が
必
擊
で
あ
る
ざ
せ
ら
れ
る
。

浙

か

る

W

度

の

ド 

:

:

'
に
於
て
、：

初
め
て
®

際

上

の
.*
識

的

宣
,m
即
ち
新
秩
序
の
原
則
に
適
合
す
る
敎
育
：̂

.
可
能
ビ
f

有
効
と
な
る
の 

,
.

J

る
。
旣
に
述
べ
た
：る
f

、_

V

3

V
 

,

派
が
、
.
人

革

命

の

：成 

就

播

の

如
I

育
の
普
及
に
依
存
す
る
ご
產
せ
I

反
し
て
、
S

3

は
フ
舊
秩
序
の
暴
力
讓
裰
が
革
命 

的
宣
傳
に
先
行
す
I

で

あ

る

で

說

气

革

命

黨

が

國

家

權

ヵ

：
赢

奪

，
せ

|

.
間

は

ノ

叙

上

の

.
宣

傅

は

槪

ね

不

町

熊
 

，
に

し

て

無

効

な

I

の
見
解
を
S

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
書

せ

ば

、
恭

命

的

屋

は

其

の

權

？

獲
得
し
.
且 

.
っ

國

民

議

翁

を

_

す

る

時

汔

初

め

て

社

會

革

命

の

實

行

藤

手

し

得

る

の

で

f

。

.

」

；：

，

提

案

す

る

社
l

i

的
改
摩
は
次
の
如
|

$

あ
っ
た
。c

1
r

現
在
の
：衬
落
共
同
體
を
漸
次
變
苯
し
： 

て

團

職

員

：ヵ

共

衍

的

に

裝

作

し

、

生
產
の
結
果
を
'共
同
的
k

寧
樂
す
る
所
の
、
典
產
_

體
ご
な
す
こ

ミ
。(

ニ

)

、 

土
地
の
1

は
次
策
に
之
を
廢
北
し
共
同
所
有
に
移
す
こ
ど
。(

三)

、
生
8

の
交
易
の
た
め
k
過
多
の
仲
介
者
を 

'

「

.

.必
要
要
る
が
如
I

f

 

I
に
I

す
る
こ
ビ
、
同
時
に
給
付
に
報
ゆ
る
に
給
f

r
目
に
報
ゆ
る
こ

ど
い
ふ
か
如
さ
資
本
主
義
的
原
則
を
廢
し
て
"
同
胞
愛
及
：

S
.

相
i

帶
め
原
則
を
以
て
&

代
ふ
る
こ
气(

四)

、

銹
導
す

^
>.七
に
よ
つ
て
、
倚
體
上
、

糊
制
土
、
並

r
.道德
.上
:0
不
弗
等
を
撕
次
廢
除
す
る
こV 」

。
(

五)

ノ
婦
人
の」

隸
屬
、
子
女
の
'束
®
、
叨
子
の
#
横
を
. 

截
礎
と
す
る
今
日
,
家
族
制
度
を
徐
々
に
廢

-1
!
:する
.こ
气(

六)

''
.漸
次
共
同
體

0.自
治
を
實
施
し
ゅ
く
乙
ミ
--
.
«. 

の
結
朵
ど
し
て
中
央
集
權
的
國
家
權
ヵ
は
次
第

k
弱
め
ら
れ

> 
結
崩
死
滅
す
る
で
あ
ら
ぅ
.。

無
政
府
主
義
的
狀
態
を
網
極
の
琐
想
ど
す
ろ
點
ー
し
於
て
ノ
^

^
ぼ

く

はB
a
k
u
n
i
n

及

び

I

 a
v
r
o
v

と
*
も
異
つ
て 

は
居
^

い
。
彼
が
後
謂
:̂
異
な
る
！8

は
、
人
間
の
間
に
物
質
上
、
知
識
上
-
.及
び
道
德
上
の
相
違
の
存
す
る
限
り
、
 

國
家
權
力
，が
當
然
必
要
で
あ
.る
^

」

生
張
す
る
®

に
あ
る
。
又
後
者
が
革
命
的
社
會
遝
動
を
聯
合
主
義
的
原
則
に
遵
っ 

.て
組
織
せ
：ん
と
す
る
に
t

て
r

彼
は
臌
格
な
る
中
夾
集
權
的
敎
政
主
義
紐
織
を
主
張
す
：る
。
斯
の
如
さ
組
織
に
侬 

o

て
の
：み
"

革
命
的
黨
M

の
ル「

確
固
.炎
るE

助
が
決
定
さ
れ
，
且
っ
全
員
のf

致
的
行
動
が
保
證
4

れ
得
る
で
あ
ら 

ぅ」

彼
に
$

っ
て
は
革
命
的
行
：動
め
唯
一
の
直
接
綱
傾
は
、「

现
存
_

家
權
ヵ
を
破
壤
し
.否
定
す
る
た
め
の
手
蛩
ミ
し
I

.

.プ
の
組
織」

で
あ
る
。

.

. 

,

,

T
k
a
e
e
v

の
政
治
上
、
：
社

會

上

の
&

解

は

、

露

西

亜

の

經

：濟
的
ヘ
：
社

會

的

發

展

に

_

す

る

彼

の

所

說

含
,«
ふ
時
^

< 

於

て

へ

，

一

層

明

瞭
ど
な

る
で
あ
ら
ぅ
。
爾
し
て
露
西
盟
-C
D

社
會
的
發
達
に
'關

す

る

彼

の

見.解
に
就
て
は
、
1

A
七
四
、

五
年
の

交
に

於
け
るFriedrich 

Engels 

S

の
論
耕
が
.最

名

有

名
で

あ
っ
て

,
後
代
の
論
者
の

職

•
引

用

す

る

所

な
 

る
は
，
特

に

指

摘

す

る

迄

も

な

ぐ

甚

だ

顯

著

の

乙

皮

で

あ

る

。

而
4
此
の
.兩
者
0
論
乘
も
羅
竟
す
る
に
、
_
西
11
[
1«
、
 

を
の
特
有
な
る
村
落
共
產
幽
體
の
：制
度
を
某
礎V」

し

て

if
：
會
主
義
‘的
新
社
會
秩
序
を
實

現

し

得

る

の

で

あ

る

，か

ら

？ 

_清
歐
諧
國
ビ
は
自
ら
違
つ
.た
*1
:

: #

的
進
#

の
經
路
を
迎
る
も
の
1:
'
あ

.る
マ

」

な

す

ナ

ロ

ド

ニ

キ

的

親

念

と

、

泡
ぐ
迄
マ 

.ル
ク
シ
ズ
ム
の
立
場
に
立
っ
て
、
•村
落
共
產
阐
體
の
必
然
的
1

と
露
西
取
の
資
沭
主

.

義
的
發
M
の
必
然
性
ど
を
說 

^
 

 ̂

第
十
號

 

5

三

‘



■
i
-

汍
.卷

(
I
.

西
八
四)

「

^

ナ
ロ
タ
ド
^
唭
後
の
革
命
的
社
會
裡
働 

筋

十

號

ー

〇

四

ズ

見

解

と

の

，

に

於

け
る
相
違
に
基
，ぃ
て
居
^
も
の
マ
あ
る
o
，併

し

乍

ら

、
此--
0
見
解
の
相
違
妃
就
て
は
-
筆
翁
が 

_

ぎ
趣
、
論
述
4>
5

詹

ャ

あ

夂

且

：っ

本

文

の

末

愿

に

於

べ

-

び
關
說
す
る
所
南
る
所
き
を
以
っ
て
、̂

で
は
ー
|

。
く 

ノ
 

對

E
n
g
g
i
s
、

の
論
爭
め
詳
咖
に
百
ー
る
令
避
け
て
、
僅
か
^

第

の

ニ

點

そ

指

摘

ず

る^

止
め
ょ
.
.ス

：
凡

そT
k

f

の

考
ふ
る
澌
に
侬
れ
ば
"

當
轉
の
露
靖
职
$

飛
會
狀
態
の
下
に
於
て
は
-'
'
?未
だ
明
確
な
る
糟
!«
^
し
て
の
ブ
ロ
レ
タ
ジ 

'ぎ
ぬ
る
も
の
ヵ
存
枉
し
て
恶
:̂
.い
。
從
っ
て
ブ
ル
ジ
a

ァ
の
踏
顧
も
亦
，
蛋
然
存
在
し
て
居
•
.り
な
い
。
即
ち
；
資
本 

.

旬
ヵ
は
未
た
全
然
1

游
の
狀
態
.に
あ
る
^

過
ぎ
«

い
。
.
't
t
y

露
西
-r
rii
r
iの

國

家

猶

力

は

、

_

民
の
經

濟

生

活

に

何

等

の 

根
膽
を
有
せ
ざ
る
の
み
«

ら
ず
>

孰
れ
.

經
濟
搬
級
の
_

:#
を
も
代
表
し
て
居
る
も
の
ホ
铽
な
い
0

故
^

斯
.の
如
さ 

侧

#

_

功
を
破
壤
す
る
：の

は
®

る
，容
易
で
あ
る
ど
い
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
、
當
時
の
0
0
煎
の
社
會
狀
歡
は
®

_

た
难
命
的
變
革
に
好
適
で
あ
る
：が
.、•

し

も
,#
命
.が
遷
延
す
る
場
合
に
，は
非
常
に
不
利
益
な
結
果
を
生
ず
る
の
で
あ 

ら
ぅ
ビ
が
ふ
の
が
、T

k

ぬe
v

の
見
懈
て
あ
っ
た
。
何
猶
かと

： ,

ふ
に
、
時
の
經
過
す
る
に
從
っ
て
露
瓯
逝
の
經
濟
關

係

及
,6
^

敢
會
關
係
が
此
の
.#
色
:5
:

祁
失
し
、次
第
に
資
本
主
義
的
の
傾
向
を
帶
ひ
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
ぐ
あ
る
で

.

:
:

.
1

^

0
 

 ̂

 ̂

: 

. 

.
: 

:

•

一
 

' 

.
V 

'

'

: ノ 

. 

■

.

(

訑
ニ)

マ
か
ク
シ
ズ
ト
<
の
此
.の
兄
解
の
相
違
に
1
拘
ら
ず
、
澈
段
に
說
明
し
|:
:る
彼
の
主
張
が
、
後
雒
の
ボ
リ
シ
ニ
ヰ
ズ
ム
の
そ
几
と」

脈 

相
顧
ず
る
所
め
る
け
頗
る
興
味
多
し
.°
-

... 

• 

• - 

.

.

.

. 

. 

, 

, 

. 

-

T
k
a
o
e
v

の
論
爭
的
繼
度
は
多
く
の
敵
を
作
っ
た
の
で
"
彼
の
學

徒

ざ

稱
す
可
会
も

の

„は
、
國
內
に
於
て
も
國
外 

t
於
て
气
左
程
多
數
で
は
な
か
っ
た
ブ
彼
の
.
®想
の
名
に
下
に闘

#
,

せ
る
紺
織
も
な
か
っ
た
' 

唯
僅
か
^j 

\
七 

五
年
似
降
"
彼

'
9革

命

主

*
源

則

そ

奉

ず

る

.小:̂
な

:«
命
_
が
.露
西
©.
に

存

在

し

て

居

た

が

、

そ

れ

す

ら

&
程

欧

大

: 

_ 

I 

• 

• 

■

-
-
.

 

1
.
'■
 

• 

I 

.

•
 

•
 
I 

■
 

I

な
る
勢
カ
を
持
っ
て
居
|2
も
の
2

は

姐
,̂
れ
^
い
”
併
.し
ぶ
N
acr
a
tJI
に
.於
：W
る
彼
の
激
越
せ
：る
第
命
的
主
^
、
■就 

中
ウ
箪
命
激
の
任
務
は
拿
命
を
準
備
す
る
讓
で
は
な
ぐ
て
之
を
急
速
’に
實
行
す
る
事
で
あ
る
广
革
命
の
佥
勢
ヵ
は
政

.

. 

.

.

.

.

.
!
.
. 

' 

i 

;
• 

.. 

. 

• 

:
-
- 

.

••
.
.
. 

> 

..

府
及
び
現
存
秧
序
マ」

の

闘

雙

M:
れ
て
後
熄
ひ
の
鬪
爭
.
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
叫 

'へ
る
其
の
急
進
的
主
張
^
，
當 

代
の
茁
命
運
勸
に
影
嚮
す
石
所
尠
少
<

は
：な
炉
っ
た
。
.
七
拾
年
代
の
終
6

に
向
っ
て
、
H

k

a

r

vと
は
何
等
の
關
係 

な
ぐ
し
て
組
織
せ
ら
れ
、
；
¥

ろ
バ
ク
ク
一
一
ン
主
義
に
從
っ
て
行
動
せ
る
革
命
的
謝
國
體
が
、
次
第
に
彼
の
主
張
を 

承
諾
す
る
に
M

づ
た
^

を
潜
過
す
る
都
は
出
來
な
い
。

一

八

七

七

年

迄
h

pt
o<
3

自
身
の
編
輯
の
下
に
あ
っ
た 

:
N
a
b
a
t
。

H

其

後一

八
八
一
年
迄
彼
の
學
徒
に
ょ
っ
.て
繼
續
せ
ら
れ
た
◊ (

K
u
l
c
z
y
c
k
i
.

 

a. 

a
.

〇
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1
7
7
.
1
9
5

.

參
照)

。
一
■

' 

.ぃ
：し
：」

.

..七
：

.

.
‘
‘
.

「

爱
辦
の
中
へ」

の
述
動
の
失
敗
が
決
し
て
露
西
1]
!
1に
於
け
る
革
命
的
«:

會
運
動
を
挫
折
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
か

.

:
っ
た
ぎ
い
ふ
：事
は
、
前
述
し
來
到
た
る
所
に
侬
っ
て
略
、
了
察
し
得
.ろ
で
あ
ら
ぅ
0

啻
k

此
の
運
動
が
挫
折
し
V

か 

ぅ
允
許
グ
で
は
尨
ぐ
、
平
和
的
連
動
4:
絕
望
し
た
る
革
命
家
等
は
"
反
っ
て
ー
層
熾
烈
な
る
革
命
的
企
阔
を
試
み
ん 

で
す
る
が
如
き
氣
勢
を
示
す
に
至
つ
允
の
で
あ
る
。

！

八
七
.
ー

(

年
の
三
パ
に
從
セ
ン
卜
• 

•へ
テ
ル
ス
ブ
ル
ダ
に
於
て
、

'

:
議
^
チ
々
ィ
十
ゲ
ス
キ
ィ
«

_
他
の
革
命
的
糊
體
に
所
腸
し
て
居
た
人
々
仁
ょ
っ
て
"
露
西
龃
仅
於
け
る
最
初
の
政 

-

V  

:

治
的
^
威
蓮
動
が
行
は
れ 
> 
同
年
十
ニ
月
に
も
亦
弭
び
首
都
に
淤
て
、
#
大
な
る
示
威
運
動
が
行
は
れ
た
。
而
し
て 

;
此
等
の
示
威
運
動
を
機
#

に
V

新
な
るM

.

命
的
黨
派
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
之
れ
が
即
t>
新
し
き「

土
地
ヾ」

自

3
L. 

■

«

(

:-
z
e
m
I 
背 

ノ

:

九
卷
_ (

ー
 

四
八
五)

つ
ゥ
*
ナ
ロ
.ッ
»

本

俄

袅

命

的

：
社

脅

運

猶

- 

第十號ー〇五

ま ?ir



第
十
九
卷

2

四
八六

：} 

r

f
ナ
ロ
ッ
ド
>

其

後

..の

苹

命

的

社

會

運

動

 

第

十

號

ー

〇

六

.

.

(

註
ノ
最
初
の「

土
地
^
自
由」

激
は
、

ー
八
六
ニ
年
か
ら
同
六
四
扭
迄
蓓
續
し
?:
0
前
揭
拙
稿「

農
奴
統
.放
後
の
縛
两
戚
社
會
驱
劬」

參
!{
1

せ
ら
れ 

f:
し
。

1
. 

.
; 

-

-

一
 

，'
'

「

土
地
士
自
曲」
黨
の
綱
領
は
、
著
る
し
く 

B
a
k
u
n
i
n、

の
無
政
府
主
義
的
色
彩
を
.帶
び
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

饰
も
幾
多
の
點
に
於
て
®

®
的
^
性
質
を
有
す
♦
も
の
で
あ
っ
た
固
よ
み
此
黨
派
に
8
す
る
人
々
が
安
協
的
で
あ 

っ
た
3
い
ふ
謬
で
は
な
い
が
、
綱
領
の
此
の
#
質
は
>「

，民
衆
の
中
へ」

の
實
際
運
勤
に
よ
っ
て
彼
等
の
理
解
し
た
る 

農
民
の
心
理
妃
適
合
せ
し
め
ん
が
た
め
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。.
此
の
綱
領
は
、
下
か
ら
の
革
命
即
ち
人
民 

の
碟
命
の
み
が
、
現
在
の
社
會
秩
序
を
完
全
に
破
壤
し
て
新
な
る
社
會
を
創
造
し
得
る
ヵ
で
あ
る
ど
信
じ
：、
此
の
®

::
:

由
か
ら
人
民
の
最
大
多
數
を
占
ひ
る
農
尻
の
間
に
活
動
す
る
の
が
革
命
黨
0̂

最
も
重
喪
な
る
饪
務
で
あ
る
占
述
べ
て 

丨

^

る

.
藍
し
此
の
黨
派
は
:̂
其
の
名
稱
の
指
示
す
る
如
く
、
依
然
ど
し
て
P
G
^
w
e
v
, 

R
a
z
〖 n

以
來
の
古
さ
^
命
的 

.

.

精
神
の
.傅
統
を
繼
漱
し
：>
:

»西
取
^

於
け
る
最
高
の
：觅
っ
最
も
緊
切
な
る
問
題
は
農
民
の
.完
蚕
な
る
解
放
で
あ
る
、

:

. !

即

ち

土

地V」

自

*

s
を

彼

等

.に
赋

與

す
る
事

に

あ
る
と
の
信
念
に
®
,

:

も
仍
で
あ
っ
た
。
土

地

は

，：

HI

ら

鉚

す

も
の
、

:
■

:
財
產
で
あ
る
、
故
に
速
か
に
地
主
よ
ぅ
沒
收
す
可
しVJ

主
.張
せ
ら
れ
る
。
又
自
曲
<
は
Y
人
民
の
意
志
に
よ
っ
て
统 

'
治
せ
ら
れ
る
自
曲
な
る
自
治
的
共
同
體
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
先
づ
刻
ー
卜
の
急
務
は
、
人
民
の
芾
命
を 

;
/
^
現
す
る
へ
ヒ
い
ふ
事
{:
あ
ろ
>

換
言
せ
ば
露
西
蓝
に
於
け
る
«:
會
主
義
的
組
織
を
可
能
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、.
人 

M
民
の
多
敝
を
革
命
化
す
る
事
に
；あ
る
i

主
張
せ
ら
れ
る
の
で
，9
る
。
斯
く
て
此
の
«
領
中
に
主
張
せ
ら
れ
た
る
黨
派 

.'
0
活
動
は
、
左
の
諸
點
に
要
約
ず
：る
事
が
出
來
る
:°(

一)

^
眾
の
組
織
化
"
交
配
階
級
に
_對

す

る

最

も

有

効

な

る

鬪
.
. 

H

/

;

. 

爭
は
、：i

定
の
計
書
に
®

い
て
指
導
^
ら
れ
る
、
自
覺
せ
る
.民
衆
の
.結

束

せ

敏

織

，
マ

」
に

よ
.っ
て
.の
み
.行
は
れ
る
'。O

/
)

W

'

煽
動
的
洁
動
、
現
在
の
民
衆
の
不
滿
を
.利
用
.

て̂
，
彼
等
の
間
に
確
固
た
る
闘
爭
の
聚
求
を
喚̂

a
ず
る
こ
ど
。
此
の 

I
 

舞
動
は
能
動
的
及
び
受
動
的
の
1
ー
稱
：に
分
た
：れ

る

。
能
動

的

烦

：働
ど
は
、

暴

#

マ

」

叛
亂
ビ
^

:

„ 

.
名
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
受
動
的
«

動
ご
は
、
同
诹
能
業
を
行
ひ
、
誚
願
書
を
上
梁
し
、
又
は
納
税
及
び
與
役
を
拒 

.'
H

T
 

の
半
段
を
講
ヤ
る
を
言
ふ
;'
0(

一5

旣
k

入
民
の
間
に
存
在
す
る
組
織
ミ 
> 
緊
密
に
し

て

秩
序
あ
ろ
關
係
允 

結
合
す
ろ
I

#

こ
は
"
社
觀
上
ァ
狄
綠
上
の
見
解
に
於
て
多
少
反
對
の
立
場
に
あ
る
黨
派
ミ
結
合
す
る
こ
と
も
亦
必 

.

.要
で
あ
るV」

の
意
味
を
包
含
し
て
居
る
。(

四〕

宣
傳
的
活
動
。
1'
1

會
の
全
階
&

間
に
:^
命
1

.^
か」

宣
^

し

*'
华
W
 

‘:

:

M;
:
 ̂

之
は
或
意
味
に
於
て
、

「

民
衆
の
中 

:

へ」

の
：運
|0
!
;の

繼

績

的

活

泐_^!
あ
る
。

：：：
;

:
:
7
^
^
^
^
^
^
^
^
 ̂

"
へ
 

「

土
地
ざ
自
曲」

热
は
，
此
の
趣
背
に
某
い
て
組
織
せ
ら
れ
た
：'.
°

組
.織
は
中
央
集
權
的
で
あ
_
っ
て
、

一
の
駿
密
な
石 

-m
則
が
规
定
さ
れ
、
中
央
®

員
脅
き
も
稱
す
可
き
ら
の
が
セ
ン
ト
。
ぺ
テ
'
ル
ス
ブ
ル
グ
に
：膣
か
れ
た
。
而
し
て
之
れ
は 

.

次

. 0
.
'
:諸
侧
體
を
包
括
す
る
も
の
で
，あ
っ
た
。

1、

統
轄
部
;'
»

組
織
全
體
の
寧
務
を
鞅
掌
す
る
も
の
。
ニ
、
知
識
階
級 

主
マ」

し
て
靑
年
學
生
問
^
煸
動
を
行
ふ
刚
體
三
ノ
±

場
勞
働
者
間
の
福
動
を
目
的
ど
す
る
圈
體
メ
四
、
農
闺
の
間 

.
に
«|
勤
す
る
隅
體
、
之
は
總
で
の
團
體
中
活
動
範
関
が
最
も
廣
汎
で
各
地
方
に
及
ぶ
。
五
フ
政
府
を
混
亂
^
陷

れ
;*

n
が
瓦
解
を
目
的
と
す
る
脚
體
、
牝
剛
體
の
重
要
な
る
職
務
は
、
柿
縛
さ
れ
監
禁
^
れ
.た

る

間

僚

の

救

濟

ハ

政

府

當

• 

.
- 

•

.

.
 

. 

.

.

.

:;
.:

:周
の
«

制
的
行
爲
に
對
す
.る
防
«

、.
自
&

防
衛
手
段
$

:'
'
へ
る
事
、
等
で
あ
っ
.た
、；又
此
の
團
體
は
中
央
委
員
會
に
對
し
て
最
も
獨
立
的
な
る
^
の
で
あ
っ
て
"
詳
細
の
計
*

，
や

實

行

は

槪

ね

此

團

體

だ

け

の

嚴

重

な

.る

秘

密

ご
せ
ら
れ
、
單
^
計
畫
の
槪
要
の
み
が
議
ら
れ
る
ど
い
ふ
組
織
で
あ

笫

十

九

卷

c
i

四
八
七)

p

ソ
f
 
ロ
ッ
ド」

ミ
淇
後
の
苹
命
的
，社
會
連
動 

第

十

號

.

ー
〇
七



箱

サ

九

卷

£

 i

四
八
八

〕
f

ヴ

•
ナ
ロ

.？
v
'r
J

W
其
後
め
革
命

f

社
會
趣
卿

 

.第

十

號

 

一

o
八

.
つ-
龙
。
.敕
府
の
瀉
涫
に
對
し
て
屢
い
行
は
れ
た
る
-ブ
口
リ
ズ
ム
®
手
段
は
、
此
の
圑
體
に
f
eつ
て
爲
さ
れ
た
も
の
で 

^

^
'.
o
^
^
u
k
z
y
c
k
i
. 

a. 

a
,

p

SS* 

214
-215

. 

M
a
s
a
^
k

 

op'cit. 

P
.0
4. VV

:

「

土 

_
Mせ
：自

II
7
J黨

ね

よ

つ

て

宣

傅

せ

ら

れ

た

る

萆

命

的

叛

亂

.

Q

氣

運

は

ク

人

民

の

调

に

次

第

K
釀

成

せ

ら

れ

.た
。 

咖

之

.
當

勝

露

西

蓝

は

土

其

古

と

の

戰

爭

k
條

會

し

て

居

た

の

で

ぁ

る

が

、

此

：の

.危
_急

時

;(
:

當

.っ

て

，

Q

 

紊

撒

士

不

疋

5
は

興

の

極

に

達

し

、

國

庫

金

：の

亂

费

.士

公

然

た

.る

收

賄

行

爲

の

流

行

-
は

人

民

の

間

に

漸

<

怨

遂

憐
 

.*
の

®
を

高

め

、

斯

ぐ

て

不

«
な

る

漭

氣

は

；社

會

.
般

^
瀰

：漫

す

る

に

至

つ

た

必

で

ぁ

る

。

然

る

^

他

方

人

民

の

‘騷
 

擾

と

举

命

的

社

會

趣

8

ど

に

對

す

る

官

憲

の

抑

腮

€
所

創

.ミ
は

ノ

佝

に

苛

酷

峻

烈

な

る

も

の

.が

ぁ

つ

た

。

&
な

く

し
 

て

捕

純

せ

ら

れ

、

且

つ

斷

罪

に

處

せ

ら

る

、

;«
は

、

決

し

て

稀

有

で

は

な

か

つ

た

玆

に

於

て

革

命

家

等

は

、

テ

P 

”
ズ

.ム
k

對

す

る

に

ク

ロ

リ

ズ

ム

を

以

て

報

ゆ

る

に

至

此

の

傾

向

は

、|

八

七

八

年

以

降

、

一
層

顧

著

な

る

現

象
 

で

な

つ

た

？
-
同

年

一

月

H

+

H

B、

v

g

r

a

z

i

l

o<
が

べ

テ

ル

ス

ブ

ル

グ

の

#

視

總

&

H

^

O

<
を

射

擊

せ

る||
]

的 

事

件

を

初

め

、

同

年

A

s
n：四

日

に

は

、

s
t
e
.
p

3.a
k

の

名

で

知

ら

れ

て

居

る

$

嘎

K
r
a
v

o<i
n
s
k
H

に

よ

つ

て

憲

兵

家
 

長

M
e
z
e

B<e
v

將

軍

が

暗

殺

せ

ら

れ

、

翌

年

，
ニ

月

九

.
日

y

は

、

力
/*
/

コ

フ

縣

の

總

督U

I

H
 N

.

 

K
l

t
k

i
n

公

爵 

が

G
o
l
d
s
b
e
r
g

に

よ

同

三

月

十

一

ニ

日

に

は

' M
e
z
e
n

o<e
v

將

軍

の

後

繼

者

.D
i

t
e

k

將

軍

が

M
i

i

に

よ
 

つ

て

暗

殺

せ

ら

れ

た

ノ

而

し

て

四

‘刀

ニ

旧

に

は

、

5
0
1
0
<
€
<
'
:

に

よ

る

皇

帝

靡

山

ニ

世

の

.姐

擊

事

#
が

生

じ

た

‘

政

莳
 

は

新

し

き

龃

織

的

手

段

を

以

て

、

全

國

に

宜

つ

て

革

命

主

義

者

を

逮

補

し

よ

ぅ

と

企

て

た

。

併

し

峻

嚴

な

る

政

资
 

の

政

策

は

_

愈

々

被

.等
の

.
&ど

«
の

況

血

、の

.度

を

增

加

す

る

{:
役

立

つ

も

の

、
如

く

で

ぁ

つ

た

'0 

.:

此

の

：時

に

.當

つ

て

、

「

,±
她

？

自

_

」

篇

の

內

部

じ

龄

て

.ノ

テ

ロ

ッ

H

ム

の

間

禪

が

：喧

し

く

論

.せ
ら

れ

る

に

至

，
つ

た

め
は
©

ょ
$

當
然
の
事
ざ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
' 而
し
て
此
の
問
題
を
中
心
！

2

し
で
、
黨
派
が
自
ら
ニ
っ
の
傾
向
に 

分
離
し
っ 

>

の
る
事
が
明
白
^

な
っ
た
。

1

は
導
ら
從
來
の
織
領
を
遵
守
せ
ん
と
す
る
ナ
ロ
ド
ニ
キ
的
無
政
府
主
義 

派
で
f

 

0
は
政
治
的
行
動
を
力
說
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
—1
派
で
あ
る
°:
斯
く
て
結
周
、
這
般
の
問
題
を
決
定
す 

る
：ft
め
に
大
會
を
開
催
す
る
事
i

な
り
、
大
會
の
場
所
ど
し
て
ヲ
“

ネ
ブ
が
撰
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
火
會
に 

,
先
だ
っV

、

テ
ロ
タ
ス
ト
派
は
一
八
七
九
年
六
只
十
七
日
タ
ぺ
.
ッ
ク
に
集
合
し
、
次
の
如
く
彼
等
の
態
度
を
決
し
た
。 

'，
^

現
在
の
露
西
亜
の
支
酡
下
^

於
ナ
は
，
人
民
の
爲
め
の
如
何
な
る
活
動
も
不
可
‘能
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
支
配
的
政
治 

形
態
を
姻
禝
す
る
«

が
必
要
で
.あ
.っ
，、
,

此
の
事
は
唯
武
裝
的
行
動
に
ょ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
即
ち
露
#
跟
の 

'
國
民
は
、

I

切
の
ft
會
上
’

政
治
上
の
，事
件
を
言
論
文
筆
に
依
っ
て
自
由
k

討
議
す
る
の
可
能
を
有
せ
す
，
父
自
由 

1

代
議
制
度
に
據
っ
て
之
等
を
決
定
す
可
き
卟
能
を
も
有
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
斯
の
如
&

場
合
に
ば
、
勢 

a
-
K 

Vジ
ズ
ム
の
行
動
が
必
婴
さ
な
る
の
で
あ
る
、
ビ
。.
彼
#

はg

の
目
的
に
向
っ
て
、
特
殊
な
る「

執
行
委
員
會」

 

.
の
組
織
を
決
議
し
、
又
皇
帝
暗
殺
の
企
圖
が
全
員
に
依
っ
て
承
認
さ
れ
：た
。
ヮ
。へ
ッ
ク
の
會
合
が
ニ
十
日
^
閉
さ
れ 

V

る
と
間
も
な
く
"
翌
ニ
十
1
.日
ょ
>

ニ
十
四
日
に
亘
り
綱
爾
の
修
1£
を
論
議
す
岈
念
プ
.
ロ>

ブ
の
大
會
が
行
は
れ
た
。 

此
の
大
會
に
於
て
、
多
數
«

嫩
は
，
ぺ
,
ッ
ク
の
決
議
^

贊
亂
し
、
7-
ロ'
タ
ズ
ム
の
狩
動
を
.推

擧

せ

る

に

反

し

"

少
數 

派
は
、
過
激
な
る
一
ブ
ロ
リ
ズ
ム
の
手
段
は
徒
ら
^

敗
等
の
祉
會
運
動
を
混
亂
1

る
も
0.
.
で
あ
る
t

し
て
之
を
#

し
た 

一：
の

で

あ

る
。
.

' 

.

:
§

の
結
果
ざ
し
.て
妥
協
的
の
決
_
が
採
府
.さ
れ
た
：
即
ち
_

傾
：の
'根
柢
ぼ
變
吏
せ
ら
れ
る
寒
«
く
、
铒
び「

土
地 

ざ
自
出j

黨
§
主
要
な
る
任
務
は
：人
民
0 :
:間
に
革
命
来
義
的
活
1§
を
.行
ふ
事
^
办
る
ど
宣
言
ぜ
ら
れ
、
璀
命
そ
の
も

像

十

九

卷

(

1
_八
九
'-
{
^
•
ナ
ロ
ッ
ド
^

其
後
の
苹
命
的
社
辦
運
励 

策
十
號
’

_
1
〇
ル



FI

笫
十
九
卷(

一
四
九
0〕

「

夕
•
ナc

ッ
ド 

>

」

31
:
'後
の
苹
命
的
社
#
诞
動 

笫

十

號

1
1
〇

 

の
は
人
民
自
#

の
仕
事
で
あ
る
旨
'が
依
然
ど
し
，-
主
‘張
せ
ら
れ
た
。
併
し
そ
れ>

j

共
に 

>
.政
治
的
_
爭

^.
必
耍
、
政 

治
'上
、
經
濟
上
に
於
け
'る
テ
マ
リ
ズ
ム
.'の

必

要

が

容

認

さ

れ

た

0.

で
.“

。
黨
内
部
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
-團
體
は
運
動 

の
自
曲
を
保
證
さ
れ
、
資
金
の

一

部
が
此
の
目
的
に
供
用
さ
る
、
事
が
決
議
^
れ
た
。
け
れ
ざ
も
此
の
安
協
的
.の
決 

議
は
結
局
支
持
さ
れ
得
な
か
つ
た
。
加
之
な
ら
す
相
反
す
る
ニ
つ
の
湖
流
が
何
時
迄
も
同

一

組
織
の
中
に
^
在
す
る 

乙
ビ
ル
.不
可
能
で
あ
つ
た
。
旣
に
ヲ
.ロ
ネ
ブ
の
大
會
に
於
け
る
意
見
の
確
執
に
ょ
つ
て「

土
地
ぞ
S
&」

鐵
を
悅
退 

し
た
るp

l
&
a
n
o
v
,

は
、
：黨
派
の
中
に
V

つ
た
少
數
派W

•勝
じ
‘

又

f

ぎ

鼻

Akselrod, 

L
e
o

 

D
l
c
h
’，

;

:

,

;

s

t

e

c

f

l

の
如
為
從
來
の
ナ
ロ
ド
，-
1キ
無
政
府
主
義
の
傾
向
^

屬
す
る
亡
命
者
5
相
提
携
し
て
、
鐵
内
部
の
新 

傾
向
(-
:

斷
然
反
對
し
た
。
.
斯
く
て
同
年
秋
遂
に「

土
地V

J

自
rf
t

J
黨
は
ニ
派
^

分
裂
し
た
の
•て
あ
る
。

一

は
、
政
治 

:

:
的
自
©

の

独

得

を

第

：
，
一

.自
的
ヒ
し
、

' 

ブロ
タ
ズ
ム
を
以
て
現
在
に
於
け
る
最
も
緊
要
な
る
國
维
形
式
な
^

V
V
J
Hb
張
ず 

る

所

の「

人
民
の
意
志
し
®

(

r

$
3
&

吾

V

O 一
 j

v
-

で
お
り
、
他
は
"

p
r
h
a
n
o
v

一
 

派

の「

黑
土
新
分
割』

鐵 

c

r^e
r
n
y
i

 

?
§

逯

0
.
,
:で
^'
る
;.
°

前
者
は
社
#
.¥,
命
51
ハ
エ
ろ
i

ル
® ,
}9

前
身
で
，あ
つ
て
、
後
者
は
社
會
民
主
黨
. 

:

の
前
身
で
あ
る
0

:
:

「
「

.「

士
地
へ
、

」

自
1-
{
4

」

择
の
'

^

;̂^
5
^竟
.

»
西
»1
1

に
於
け
.る 

一
fe
社
#

的
情
勢
の
進
^

か
、
此
國
の
.社

會

運

動
5r
し
て
■最

，

.
早

や

從

來

の

狀

態

に

此

ま

：

ら
し
，め

な

か

つ

た

V
J

い
：ふ
事
を
意
味
す
る
ら
の
で
あ
る
。
今
や
社
會
運
SP
;
上
に
於
け
る
新 

ぃ
な
る
局
面
の
打
開
が
必
婴
で
.あ
.つ

た
:°
:

繼
等
は
結
局
、
壓
制
的
な
る
專
制
權
力
に
對
し
て
最
後
の
暴
力
的
反
抗
ど
之.

•n

が
恐
怖
主
義
的
破
壤
を
試
み
る
か
、
又
は
退
い
て
社

的
進
歩
の

一

般
的
推
移
を
ょ
り
深
ぐ
.理
解
し
、
依
つ
て
以 

て

姐

動

の

方

針

を

新

.に

樹

立

す

る

か

、

ニ

途

其

の

孰

れ

か

を

_

ば

&

ば

仏

ら

な

か

つ

た

の

で

も

る

。

八
 

，

：
' 

「

人
段
の
意
志
し
黨
の
主
張
は
同
名
の
機
關
雜
誌
:

?

o

a善

v
o
l
j
a
s

 

’に
依
っ
て
靦
ふ
の
が
最
も
適
當
で
あ
な
。 

故
に
：筆
'港

は

班€
し
て
.

.

g

lの
：棵
錄
す
る
所
R

遵

ひ

.
、

之

れ

が

大

要

^

左
.に
叙
說
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

右
の
.機

關

雑

誌

笛

一

號

(

一
八
七
^
^
十

パ

ー

恩

は

先

づ

次

0 :
如
さ
兑
解
を
表
明
し
て
居
る
，。
日
く
、
露
西
亚 

の
阈
家
は
本
質
上
歐
雛
巳
の
諸
购
家
本
全
然
相
違
し
て
：席
る
。
何
故
か
ミ
い
ふ
に
：
露
西
]1
]
1の
國
家
は
、
後
港
に
於 

け
る
如
くI

支

配

階

級

，の
代
表
：者

娄

員

會

で

は

な

く

て

、

)

獨
立
的
のT

圓
體
即
ち
人
民
の
經
濟
的
、
政
治
的
奴
隸
狀 

態
5:
交

持

す

る

所

の

：ー

'0
敎
職
政
治
組
織
だ
か
ら
て
あ
る
。
縱
令
此
の
國
に
は
未
だ
搾
取
者
階
級
が
存
在
し
て
居
ら 

な
い
：1
5ば
言
ふ
も
の
、
"
國
.家
は
：依

然

？
し

て

露

西

亞

全

領

土

の

一

半

を

所

有

し

"
農

民

の

過

半

は

國

有

地

の

單

な

る 

小

作

人
^

過
ぎ
な
い
の
で
*

る
。：

又
此
の
團
體
が
其
の
特
殊
的
地
位
を
維
持
し
て
屉
る
所
以
は
一
、
專
ら
不
斷
の
M

制
- 

」

迫
辔
、
處
刑
"

追
放
等
の
暴
力
手
段
に
訴
ふ
.
る
が
故
の
み
で
あ
る
'。
：，
斯

く

て

此

の

國.0
政
俯
は
自
ら
獨
立
的
の
存
在 

物
で
あ
っ
て
、
人
民
の
生
活V
J

は
全
然
相
關
す
る
所
が
な
、\

即
ち
政
府
は
人
民
を
甚
礎V

J

せ
ず
し
て
、
人
段
の
受 

動
的
取
律
的
服
從V

J

彼
等
.の
：政

治

的

無

知

V
J

の
上
に
加
へ
る
暴
力
を
甚
礎
ど
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
f

o

然 

る
に
«

っ
て
露
西
>
3の
民
衆
は
如
何
て
あ
る
か
ど
い
ふ
^
、
彼
等
ば
無
力
且
っ

因
#
g
sであ
っ
て
只
管
政
府
の
*
 

追
を
恐
畏
し
、
未
知
の
多
艱
な
る
將
來
ょ
办
は
寧
ろ
現
狂
の
害
惡
妃
甘
ん
ず
る
ぞ
い
ふ
狀
態
で
あ
る
。
又
斯
.の
如
さ 

政
，府
の
•
«迫
に
對
抗
し
で
幾
多
の
社
#.
.
思
想
が
發
達
し
、
多

、
の
批
判
的
精
紳
を
生
ん
だ
の
て
あ
る
が
、
而
も
を
の 

批
判
的
精
神
は
槪
ね
怯
懦
に
し
て
消
極
的
で
あ
る
。
從
っ
て
マ
般
比
衆
の
社
會
思
想
&

制
限
せ
ら
れ
、
時
代
の
最
大 

の
必
要
が
理
解
せ
ら
れy

居
な
い
の
で
あ
る
。
斯
5
如
さ
が
1£
:に
露
两
]1
1
1の
現
狀
で
€

る
.。

茲

に

於

て

か

最

も

必

製 

第

十

九

卷
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1
四
九
.一)
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第

十

九
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1

四
九
5

「 V
。
(

ロ
.
'ッ
产
玄
其
後
の
：取

命

妳

笫

卜

號
 

ー
ー
ニ 

な
る
も
.の
は
、
時
代
の
眞
の
要
求
を
看
収
し
、
自
&

の
指
導
@1
下
に
，一,
切
:̂

社
會
問
題
を
解
決
し
得
る
が
如
&
黨
派 

の
*

在
て
あ
る
。
而
し
て
®

の
如
.ぎ
黨
派
^

.

>を
の
腺
則
を
し
て
賢
_

生
膝
ど
藤
輝
^

結
，合

せ

し

む

可

さ

で

あ
.̂
:
 ̂

換
言
せ
ば
，
斯
0'
如
刍
黨
派
ば
，
須
ら
ぐ
具
脸
的
の
* 

.直
接
必
：要
な
る
_

畫
に
眷
手
1

.

,其
の
#
定
の
時
期
に
泠
て 

最
名
有
効
な
る
諸
手
段
を
書
擇
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
.
の
で
あ
5:
。
而
し
て
日
ぐ
、「

現
货
こ
ぞ
切
に
-1
:

要

な

る#:
切
 

で
あ
る
。
劳
し
も
祉
會
黨
が
現
狀
釔
理
解
し
之
5:
支
酣
し
.得
る
な
ら
ば
>

迫
害
*

求
刑
> 

禁
錮
の
如
き
も
，
览
伙
ょ 

b

生
中
可
&

結
果
^

此
し
て
弗
だ
些
>

た

る

も

の

で

あ

ら

ぅ

。

我

々

は

今

や

繼

續

的

に

、

組

織

的

气

著

實

(:
、

次 

し庥組織に對抗し

"

壓
制
的
な
る
吹
府
機
關
を
破
壤
し
？
而
し
て
社
會
生
活
じ
於
け
5:
社
會
主
«|
的
现
想
？
形
式
ど 

の
自
は
發
6?
の

可
能
を

人

民

：に
保
證
す
^

き
時
0

到
來
し
つ
、
あ
る
を
確
信
ず
る
も
の
で
あ
る」

ど
。

:

-
N
a
3
d
n
a

l ?v
d
j
a
"

第

ニ
號
は
、
政
治
的
_
淨
の
必
¥

次
の
如
く
由
張
し
て
思
る
。「

先
づ
、
人
民
を
政
府
の 

縲

紲

か

ら
釋
放
す
る
事

•か

心

要

；で
あ
る
此
の
现
證
ょ
つ
て
我
々
の
活
動
は
、
歡

然

政

治
的
性
質
暴

び

ざ
る
を 

得

な

い

。

.•

：
，併

し

乍

ら

政

府
^
對
す
る
蹴
爭
を
，要
求
す
る
事
に
ょ
づ
て
、
我
々
が
祖
會
的
經
濟
的
遛
命
^
反
對
す 

.
る
も
の
で
あ
る
e
考
べ
て
は
な
ら
な
い
？
唯
我
々
の
カ
說
せ
ん
ぞ
欲
す
る
所
は
、
現
在
の
事
情
の
下
に
於
て
は
政
治 

的
取
命
マ」

1|
會
的
取
命
ビ
が
密
接
に
述
結
す
可
き
も
の
で
あ
つ
て
、
興
の
|
つ
は
他
の
も
の
な
く
し
て
不
可
能
で
あ 

る

と

い

ふ

事
で
あ
る
。へ
我
々
ば

政
治
的
、
-社
會
的
革
命
の
新
軌
道
を
揿
摘
し
つ
、
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る」

。此 

一
，
論

說

は

進

ん

で

憲

法

議

會

，の

召

集

^
主
張
し
、
憲
：法

議
#

に
於
て
は
_
1̂

の
九
割
が
農
民
の
代
表
者
ょ
り
成
る
も
の 

ざ
豫
想
し
，
此
'の
議
#:
丰
段
に
ょ
つ
て「

ブ
切
の
經
濟
的
及
び
：國
家
的
關
係
の
®
全

な

る

®
新」

を
實
现
し
得
可
し
ミ 

論

じ

.て
！
3
$る

'
0即

ち

、

人

.底

■の
意

志

」

、黨

は
へ
■政
治
：填
命

に

依

る

人

民

の

權

刹
：の
：獲

傅

を

聚
赴
の
目
的
f
し
、
社

會

.

の
改
造
は
然
る
後
に
憲
法
議
#
'の
手
段
：■に

依

つ

て

遂

行

さ

れ

得

る

V」

信

じ

た
o

節

し

で

現

時

に

：於
け
る
政
治
革
命
の 

最

，
も

有

効

な

る

武

器

VJ.

し
て
、

タ
ロ
グ
ズ
ム
の
手
段
を
推
擧
し
た
の
で
あ
a

。

「

人
.民
の
意
志
k

の
主
義
>」

手
段V

は
"

.八
七
九
年
の
，「

執
行
委
員
會
綱
領J

^
N
a
r
o
d
n
a
j

 
一 V

o
l
j
a

ゝ

第

三 

*

1
 !

八
八
c

-年

一，月

1;

日
附—

所
載)

:
に
於
て
最
ら
十
分
に
表
明
せ
..ら
れ
て
#

る
、
此
の
綱
領
で
執
行
委
风
會
は 

自
ら
を
、「

社
會
主
義
者
に
し
て
且
つ
ナ
ロ
ド
ニ
キ」

で
あ
る
ど
宣
富
し
て
居
る
0

而
し
て
日
く
、「

.自
山
、
平
等
及
び 

'
.同
胞
愛
を
人
類
生
活
の
中
に
結
合
し
、
斯
く
て
典
同
の
福
馳
ミ
個
性
.の
完
全
圓
滿
な
る
發
逄
ど
を
獲
得
し
、
依
つ
て 

以
-て
人
®

の
進
步
を
成
就
す
る
事
は
、
唯
社
會
主
義
的
原
則
に
遵
つ
て
の
み
可
能
で
あ
る
.。
又
、
酸
人
民
の
意
志 

•
(
N
a
r
c
d
n
a
j
a

 

V

O

V

)

の
み
が
社
會
的
形
式
を
是
認
し
得
る
ど
い
ふ
事
，
人
民
が
獨
：立

、

/
j

自
由W

を
得
‘て
、
總
ゆ
る
思 

想

が

彼

等

の

良

心

ど

意

志

さ

を

通

じ

て

：其

の

生

：活

に

結

合

さ

る

、
場
合
に
の

.み
、

人

民

：
0

健

全
^

る
發
：達

が

行

は

れ 

i

レ
い
ふ
事
を
"

我
々
は
信
ず
る
_。
人
民
の
福
祉
ど
人
民
の
袁
志
|

此
0

ニ
.づ
は
最
％
神
聖
な
る
、
最
も
密
接
に
關 

聯
す
る
我
々
の
原
則
で
あ
る
し
^
J
O

綱
領
め
要
»

は

次

の

如

く

で

あ

る

。
；

.

(

1y

人
民
は
經
濟
上 
> 
政
治
上
、
全
然
奴
隸
狀
態
に
あ
る
。
即
ち
露
西
迎 

の
人
民
.の
.生
活
は
、
全
然
其
の
a

志

V」

は
.無
關
係
に
營
ま
れ
て
居
る
許
6

で
な
く
、
彼
等
は
自
ら
の
意
志
を
表
現
す 

.
る
權
利
す
ら
許
さ
れ
て
居
な
い
。
總
ゆ
'
'る
方
'面
か
ら
«

倒
せ
ら
れ
て
、
人
民
の
無
力
ど
廢
頹
e

が
生
す
る
。
而
し
-t 

某
の
.生

活

は

、
總

ゅ

る

意

味

の

食
.困
と
隸
鹰
ど
に
ょ
つ
て
破
壊
せ
ら
れ
る
。
0

1

N
人
民
は
漕
刑
罪
人
の
如
く
に
繫 

雄
さ
れ
、
政
府
の
擁
誕
の
下
^

あ
：る
摊
取
者
.
.の
爲
.め
に
抑
腿
さ
れ
，て
居
る
。
國
家
は
此
の
國
R

於
け
る
最
大
の
資
本 

家

，
的

勢

力

で

あ

-

^
唯

i

の

政

治

的
®

制

者

で

あ

る

。

此

の

抑

滕

的

權

力

が

，人

民

の

是

認

を

得

る

®
由

は

皆

無

で

あ 

笫
十
九
卷：

C

5
九
i

e

r

ゥ*

ナ
ロ
ッ.ド」>」

其

後

の

举

命

的

社

會

述

動
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第
'十
號
.

.

ニ
四

る
.？
而
も
此
.の
權
カ
は
、
人
民
の
希
望
ど
a

想
i

に
全
然
.沒
交
渉
な
'る
政
治
上
及(

び

經

濟

：上

の

股

則

士

飢

織

ビ

を

支

:

持

し
"

且
つ
之
を
人
民
に
强
制
.し
て
居
る
の
で
あ
る
？(

1
5、
此
等
の
狀
態
^
も
枸
ら
ず
"

人
段
の
間
♦

は

、
.
か
の

舊

き

傅

統

：
g
tt
念

丨

土

地

に

對

す

：る
人
民
、の
權
利

"
共
同
的
地
方
自
治
®)
度
聯
邦
組
：織
：の
i

n

思
想
及
び
言
論

の
自
出
、
等
の
觀
念
が
侬
然
と
し
て
'存
在
し
て
居
る
0
若
：し

人

民

が̂
の
.希
鍵
.に
遵
：つ
て
生
活
し
得
る
な
ら
ば
：>

此

等

の
«
念
は
速
，か

に

發

達

し

，

此
の
_

の

糜

史

.̂

佥
然
新
し
さ
方
向
を
興
へ
る
に
相
違
な
い
。(

因y

故
に
刻
下
の

,

急
務
は
、
現
存
制
.度
.の
靡
制
的
勢
力
を
排
除
し
"

人

民

の

拿
.中
に
權
カ‘を
.把
握
す
：る
目
的
を
.以

て

政

治

的

革

命

を

斷

;

行
す
.る

事
に
あ
る
。
此
の
革
命
の
：結
粜
e
し

て

、，

人
民
の
發
達
は
其
の
意
志
に
遵
っ
て
獨
立
的
に
行
は
れ
、
且
又
純

粹

の

社

會

主_

的
原
則」

(

そ

は

「

人
民
の
意
志」

.鐵
ミ
‘八
民
ど
に
*

®
の
原
則
^

あ
Mる
、)

が
承
餺
さ
れ
支
持
さ
れ
る

だ
ら
ラ
。
：

(

五
；

r

一
 

般
選
擧
に
依
つ
て
自
由
に
選
出
せ
：ら
れ
？
且
：つ
選
擧
民
の
.指

示

を

遵

泰

す

.る
所
の
憲
法
議
會
に

;

.於
て
、
人
民
の
意
志
は
：最
も
段
く
表
明
せ
ら
れ
、る
.で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
_
法
®!
# 

Iも
，
a
m
の
意
志
を
表
現
す
る

た
め
の
理
想
的
制
度
^

相
隔
る
こ
，w
,甚
だ
遠
V'
の
で
は
：あ
る
‘か
、
現
在
實
行
し
'得
可
き
、
斯
の
如
§
制
度
の
唯
一
の

形
態
で
あ
.る
。C

六)

、
故
に
我
々
は
"
現
存
.政
府
：か

ら

権

力

を

奪

取

し

て

憲

法

議

會

し

之

を

移

す

事

を

目

的

V」

す
る
。

.

.而
し
て
憲
法
議
番
は
V J

切
の
國
家
制
度
及
び
社
會
制
度
を
檢
跋
し"

選
擧
民
ょ
h

の
指
示
に
遨
っ
て
新
社
會
秩
序

-

を
建
設
す
る
の
任
務
?:
;
啟
ふ
も
：の
：で

あ
>
0
"

(

七)

、
.我
々
は
、
人
民
の
意
志
.に
服
從
す
るW

典
に
、
我
々
の
綱
領
を

人
民
^
提
示
す
る
を
以
て
、

ー
黨
派
ど
し
て
の
義
務
な
k

と

考

ふ
る

。

我

.
々

は

其

の

綱

®
.を
革
命
の
宣
傅
に
利
用

し

、

運

動

の

期

間

^

通

じ

て

之

を

推

擧

し

、
，
憲

法

議

會

以

前

に

於

セ

之

を

擁

議

せ

ん
/
/
J

す

る

も

の

で

あ

る

。

(

八

)

、 

■

R

の

特

殊

.ば

る

點

を

し

：て

擧

ぐ

可

き

も

の

次
：：

の

如

”し

。
：、
W

國

#
.全

般

の

，土

(

に

.全

.權

を

有

$

る

^

の

進

表
制
度
"(2
)

#
落
共
產
團
體
.の
獨
立
さ
人
民
の
經
濟
的
獨
立
ミ
に
ょ
.つ
.て
保
障
せ
.ら
れ
：る
廣
»
な
る
地
方
自
治
制
度
飞 

(3
)
土
地
は
人
民
に
蹄
興
す
可
き
事
、
"£

作
業
場
及
び
工
場
の
全
部
を
勞
働
者
の
管
理
に
移
す
事
、
(5
)
思
想
"
言
論
" 

印
刷
、
集
會
、結
社
及
び
選
擧
の
絕
對
的
自
由
、§

何
等
の
階
級
的
制
限
若
く
は
財
產
上
の
制
限
な
さ
一
般
選
擧
制 

度
'

£
常
備
軍
を
爝
し
"
國

民

兵

を

以

て

之

に

代

：ふ
る
事
。

(

九
\
此
の
綱
領
を
實
_

す
る
た
め
の
手
段
次
の
如
し
。
 

い⑴
宣
傅
j
社
會
改
革
の
：手
段
ざ
，し
て
0
段
主
々
義
的
政
治
芾
命
の
恩
想
を
全
赠
級
間
に
理
解
せ
し
め
，
且
つ
黨
派
の 

綱
領
を
普
遍
化
せ
し
む
る
と
い
ふ
一
般
的
目
的
を
有
す
る
宣
傅
、
並
に
、
現
存
制
度
に
對
す
る
不
斷
の
反
抗
，/

」

憲
法 

議
會
の
召
集
に
對
す
る
翦
求
S

い
ふ
特
殊
的
目
的
を
有
す
る
宣
傅
。
且
つ
右
の
反
抗
手
段
と
し
て
擧
ぐ
可
&

も
の
は
、 

:
;«
會
7
示
威
運
動
、
請
願
"
演
說
，
納
桃
の
拒
否
:"
等
で
あ
る
。S

破
壊
的
テ
ア
リ
ズ
.
ム
の
活
動
"
政
府
の
最
有
窖 

分
子
を
> 
殲
滅
し
、
又
鐵
派
を
防
領
す
る
た
め
に
> 
政
府
の
間
諜
及
び
政
府
の
た
め
に
最
も
重
大
な
る
暴
力
行
爲
を 

な
し
れ
る
者
を
所
罰
す
；る
が
如
き
で
あ
る
。
.此
等
の
活
動
の
目
的
は
、
政
府
權
カ
を
破
.壤
し
、
之
^
對
す
る
_
带
の 

可
能
に
就
い
て
不
斷
の
證
明
を
與
へ 
>
 

依
つ
て
以
て
人
^

の
革
命
的
精
#

を
高
揚
せ
し

む

る

に
あ
る
。
⑶
秘
密
結
社 

を
紺
織
し
、
之
等
の
も
の
を
一
の
中
.心
的
結
社
に
結
合
す
る
こVJ、

(4
)

行

政

上

？

社
會
上
.の
苻
ヵ
な
る
關
係
ミ
地
位 

>

を
人
民
の
掌
中
に
漉
得
す
る
：事
ノ2

「

人
民
の
意
志
：

」

黨
に
ぞ
つ
て
肝
製
な
る
餅
は
"
人
民
が
黨
派
な
し
に
'行
ふ
時 

期
を
待
た
ず
し
て
セ
自
ら
軍
命
の
戰
端
を
開
始
す
る
ど
い
ふ
^
で
あ
る
。c

g
a
v
o
£
:
;

 op. 

cit. 

pp_ 

Ir4-I2〇
>

o

:■

' :「

人
民
の
意
志」

谶
の
主
張
に
於
け
る
现
論
上
の
*

礎
を
形
成
す
る
も
の
は
"

大
體
に
於
て
、

r
a
v
r
o
v

及
び 

M
i
h
&
o
v
s
k
i
i

の
學
說
で
あ
つ
炫
士
潜
做
す
こW

が
出
來
ょ
ぅ
。
而
し
て
此
の
：兩
者
は
、
®
に
理
論
上
の
關
係
に
於 

v

'0
A

な
ら
ず
"「

人
民
：の
意
志」

黨
の
實
際
的
活
動
に
も
可
^

々
^

接
a
.る

關
^

を
有
し
て
居
れ
の
で
あ
る
。

笫
十
九
卷

C

1
四
九

31

;)

：「

ヴ
*
ナ
ロ
ッ

>」

ミ
^
後
の
率
命
的

.社
#
運
動
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九
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^
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ナ
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す
ャ
後^苹
^

^
社
^
述
勋
 

幣
十
號 

一
- ̂

M
i
h
a
n
o
v
s
k
H

は

:N
a
r
o
d
n

吾

v

o

j

a〒
第
一
S

及
び
®

Ilf

號
に
、G

r
o
j
a
r

の
匿
名
で

「

一

t t

會
主
義
者
の
政

治

的
 

) 

耕
：前」

を
，错
せ
、
此
の
黨
派
の
政
治
的
活
動
に
賛
意
を
表
し
て
居
る
。
嘗
て
指
摘
..し
た
る
如
く
、
.
夙
に
彼
は
革
許
黨

に
ょ
る
國
家
«

カ
»

奪
の
主
張
を
容
認
し
て
居
れ
の
：で
あ
る
。
卜
さ
3

く
も
亦
、
其
の
初
め
此
の
鐵
派
の
行
動
に
反 

對
の
態
度
を
示
し
て
思
た
'0
で
あ
る
が
、
後
年
之
れ
ど
事
を
共
に
し
て
居
る(

併
し
此
の
事
情

も
、
亦
嘗
て
b

AtJ
n

年 

;:
代
の
露
西
亜
社
會
思
想
の
槪
要
を
述
べ
れ
る
時
に
關
說
せ
ゐ
所
な
る
を
以
て
玆
で
は
之
を
省
略
し
ょ
ぅ
ミ
思
ふ)

。

「

人
民
の
荒
志
し
-1
.の
^

^
委
晨
#-
.は

夕

：
u 
y
ス
.
.ム
の
.手
段
を
遺
«

な
く
實
行
し
./?
。
.當
時
著
名
な
る
當
路
の
.大
：
 

宫
が
績
い
て
危
害
を
加
べ
.ら
れ
た
o
.就
中
、
皇
帝
暗
殺
の
計
'*
が
屢
く
企
て
ら
れ
た
。
‘ j

八
七
九
年
十
一
.月
に
は 

.

ク
リ
ミ
ァ
か
ら
歸
還
中
の
御
召
列
軍
を
爆
破
す
る
計
畫
：が
へ
行
は
れ
、
翌
年i

プ
月
は
は
セ
ン
ト
•
ベ
タ
ル
ス
ブ
ル
ダ
の 

冬
宮
が
爆
碎
せ
ら
れ
た
。
玆
に
於
て
政
府
當
局
は
事
態
の
急
を
看
取
し
、

L

I
 

M
d
i
k
.
o
v

に
絕
對
的
獨
裁
權
を
與 

へ
、
；堪

命

運

動

の

根

絕

を

期

し

た

の

^

*
ゐ
。M

e
l
i
k
o
v

は
此
の
目
的
に
向
つ
て
斷
乎
^
る
處
置
を
實
行
し
た
。
併 

:

し
他
^
に
於
て
被
は
、
從
來
極
端
な
る
：腮
制
政
策
の
卞
に
抑
北
せ
：ら
れ
て
思
た
人
民
の
權
利
を
尊
重
し
、
憲
法
に
對 

.
す
る
人
民
の
熱
心
な
る
希
毁
5:
何
等
か
0
形
で
滿
足
せ
し
め
ょ
：.フ
ミ
考
へ
た
の
で
あ
る
。
然
る
^
度
々
の
晴
殺
計
畫 

に
脅
さ
れ
て
著
る
し
ぐ
反
動
的
に
な
つ
て
居
た
滕
山
ニ
世
が
ブ
8

|
§

の
此
の
計
®

の
跺
用
を
狐
疑
逡
巡
し
つ
、

:

あ
つ
た
間
：に
、

他
方
茁

命
.激
は
新
計
鲞
を
樹
立
し
、
If
機
會
の
到
來
を
待
'つ
許
-V

で
あ
つ
た
4
斯
ぐ
し
て
*
幸
な
る

;

:

:

:

_

m
- »
帝
は
"

一
八
八
|
|年
三
乃I.

日
閱
興
式
ょ
ぅ
の
©
途
"
數
名
の
革
命
黨
員
に
ょ
つ
て
計
畫
.的
^
行
は
れ
た
投
擲
彈 

紀
ょ
つ
て
晴
殺
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。(

§

t 

(

!!
*
•

) 

の獨裁的

.支
8|
5

:は腿：
々

 

c.diktatura >erdtsa 

2 へd

'otatorshLio... of the bea.r

c:
マ

j 
呼
ば
れ
.て

'̂.る
。
父
.#
上

-世
.茂

殺

の

魅

' 
,

'
. 

... 

.

'

' 

. 

:

一
.線

は
：.Kropotkin 

Memoirs, p. 4.25 
以
.下
.
^
'
描

出

せ
.ら
る
-、
.所
を
.參
廣
.せ
；ら
、
^

し̂
0

歷
山
ニ
il
l
:略
殺
後
、
政
府
の
過
激
な
る
反
動
的
保
守
的
政
策
は
全
國
を
支
配
し
た
。M

e
H
k
o
v

は
退
け
ら
れ
て
、
 

.
1
:
|
八
八
ニ
年
に
は
、
著
名
な
る
«
守
.半
*|
者

0
3
ぎ

Tolstoi.

が
全
權
を
承
辑
し
、r

反
，動
生
義
の
虛
無
主
義
者」

：ミ 

稱
ば
れ：

る

p
o
s
d
o
g
s
c
e
v

の
骒
制
主
義
的
復
古
忍
想
が
、
八
拾
：牝
代
に
於
け
る
^

戈
配
0
指
導
的
精
神
ど
な
つ 

た
。
革
命
黨
員
に
對
す
る
逮
拙
ど
投
獄
ど
斷
罪
き
が
徹
底
的
に
行
は
れ
た
。
：斯
く
て「

人
民
の
意
志」

黨
の
活
動
は
皇 

帝
暗
殺
後
殆
ざ
終
熄
し
た
。
勿
論
此
の
鐵
派
は
其
後
你
存
續
し
て
、
或
は
.宣
言
書
を
發
し
或
は
新
な
る
結
柬
を
企
_ 

し
.つ
、
あ
つ
た
の
で
.あ
る
が
、
.ニ
十
世
紀
初
頭
の
革
命
期
に
及
ん
で
社
會
革
命
黨
と
し
て
新
に
W
現
す
る
迄
"

何
等 

■

:

重
要
な
る
活
動
を
な
す
所
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
.0

:
-

.九

.

.
：;:
:
::
：

■■
:

、

.

‘

:
.
:

r

A
七

九

年「

土
地
だ
自
山」

黨
か
ら
分
裂
し
た
る
他9

 

P

派
V「

黑
土
新
分
割」

黨
.
Q

ry
e

s

y

〗 

p
e
r
e
d
a
o

は
、 

i
 

此
の
黨
派
0

組
織
者
の 

1

人
に
し
て
理
論
的
方
而
の
指
鴻
渚
た
るP

l
e
h
a
n
o
v

は
、g

a
r
x

の
俎
想
を
之
れ
に
適
應
せ
し
め
ょ
ぅ
ぞ
試
み
た 

.

の
で
あ
る
。
併
し
猶
多
く
の
點
に
於
て
依
然
ミ
し
て
古
き
無
政
府
主
義
的
倾
尚
が
保
留
せ
ら
れ
て
居
た
9

.「

黑
土
新
分
割」

鐵
は
、
農
民
問
題
の
解
決
を
以
て
社
會
問
題
邦
の
も
0

、
本
質
で
あ
る
マ

」

.考
ふ
る
.事
に
侬
つ
，て
、

S

ら
ナ
：
ド

ド-
キ
の
代
表
者
ヤ
あ
り
且
つ
ナ

P
ド

—
キ
運
動
の
革
命
的
|
派
で
あ
夺
？
宣
：言
し
た
。
彼
等
は
.同
名
の
.

‘

機
關
_

"

&

3^.p
e
r
e
&
l
『

に
於
て
、
±

地
の
ー
般
的
分
割
が
間
も
な
く
行
«

れ
る
だ
ら
ぅ
せ
い
ふ
確
信
：̂

民 

ノ

0

_
に
廣
く
普
及
し
て
：：居

る
£

い
ふ
事
5:
ヵ
說
し
、
此
の
事
實
か
ら
次
の
如
&

考
察
を
'加
へ
て
居
る
。
農
民
は
斯
の 

:

,

.

第
十
九
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一
 

四
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.} 

r

、ヴ
•
ナ
ロ
：ッ
ド

-*
.
.

雄
命
的
社
嘗
運
動

：
. 

笫
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1
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の
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命
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社

#

運

動

 

.第

十

媿

こ

べ

如
&
分
割
に
勞
ヵ
し
避
局
之
れ
を
實
行
す
る
に
相
違
な

い

。

革
命
黨
は
人
民
の
此
の
倾
向
を
支
持
し
乍
ら
同
時
に
彼 

等
の
狀
態
を
明
に
理
解
し
、
而
し
て
人
民
を
組
織
的
に
結
合
す
る
^
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ど
。
彼
等
は
、
 

&
濟
狀
態
が
雜
ゆ
る
他
の
a
會
的
政
治
的
組
織
の
遞
«

で
.あ
る
事
'を
承
謝
し
、
急
進
的
改
革
者
は
先
づ
經
濟
狀
態
の 

根
本
的
變
茁
に
從
事
す
可
き
で
あ
る
マ」

主
張
し
た
。
而
し
て
彼
等
の
目
的
は
、
集
麗
主
義
的
^
社
會
組
織
を
改
造
す 

る
事
で
あ
つ
て
、
露
■
亜
に
於
て
は
斯
の
如
&
組
織
は
、
ミ
ー
ル(

M
i
r
)

及
び
ア
ル
タ
ル(

A
r
t
e
l)

か
ら
發
達
す
る 

事
が
可
能
で
あ
る
ヾ」

い
ユ
に
あ
つ
た
。
從
つ
て「

黑
土
新
分
割
1-
,黨
は
、
摩
ら
政
治
的
WJ
^*
を
ヵ
說
す
る「

人
段
の 

意
志」

鐵
を
論
雛
し
た
。
：そ
の
所
論
^
ょ
れ
ば
、
嘗
て
政
治
的
革
命
は
何
れ
の
國
に
於
て
も
人
民
の
經
濟
的
自
由
を 

確
立
し
な
か
つ
た
許
{

で
は
な
く
、
政
.治
的
自
*
す
ら
も
眞
に
保
證
す
る
事
が
な
か
つ
た
。
憲
法
は
貴
族V」

勞
働
者 

士
に
對
抗
す
る
有
產
階
級
の
専
有
物
ご
な
つ
た
。
露
西
：€
で
も
亦
同
樣
の
結
果
ど
な
ら
ぅ
。
疑
a
も
な
ぐ
人
民
の
總 

て
は
政
治
的
自
由
を
望
ん
で
居
る
。
併
し
農
民
にV」
つ
て
は
"
彼
等
の
自
由
は
其
の
經
濟
狀
態
ど
密
接
に
結
び
付
い 

て
居
る
の
で
あ
る
，か
レ
ン
、
先
^
第
一
に
這
箇
め
狀
態
が
考
量
せ
ら
れ
ね
ば
な
袭

い
の
で
あ
る
、
と
。

製

之「

黑
土
新
分
割
J

;:
'■黨

の

:¥
f
る

所

は

”
全

然

古

さ

傅

統

的

の

革

命

主

義

に

過

ぎ

な

か

つ

た

。
彼

等

は

B
a
k
g
i
n 

の
例
に
倣
づ
て
共
同
體
0
自
出
聯
合
細
織
を
其
の
理
想
ミ
し
て
居
る
。
又
縱
令
大
體
に
於
て

,

3の
^
物
史
觀
を 

承
認
し
て
居
た
ビ
し
て
^
、
；
猶
露
西
if
f
iに

於
け
る
社
會
進
步
が
獨
特
の
徑
路
を
迎
3

可
さ
事
を
信
じ
て

居
た
の

で

あ 

る

0
其
の
機
關
紙
の
或

部

分

に

於

て

次

の

如
.さ
見
解
が
；表
明

せ

ら

れ

て

居

る

'
。

强
大
な
る

個

人

主

義

が

經
濟
生
活
V
J

支
配
し
て
居

る

所
で
は
> 

漑
ね
資
本
主
義
が
社
會
主
義
に
先
行
す
可
き
も
の
で
あ

る

が

、

露

西
)]
:
!
に於
て

は
、
農
業 

關

係

に

於

け

る

個

人

虫

義

が

未

だ

發

達

し

て

居

ら

な

，
い

：
の

'で
あ

る

か

ら

、

此

の

國

：は

：資

本

主

義

0
階

段

を

通

過

す

る

事

な

く

し

て

、

直

接

集

產

主

義

(
c
o
l
l
e
c
t
i
v
i
s
m
)

 

k
推

移

す

〕

る

事

が

可

能

で

あ

る

と

i
Q
^
^
n
z
y
c
k
i
, 

a. 

a., 

p
 ss

-

3
,
4
9
3

私 2. 

i
M
p
s
a
r
y
k
.

 

o
v
c
i
t
.

 

p
p
.

VO7
-
9
S
;
。

::
;
併
し
典
の
指
導
者
菩
げ
岂
ミ
-
が
ノ
次
第
^
彼
の
無
政
府
主
義
甩
想
を
放
擲
し
て
純
然
た
る
マ
ル
ク
シ
ス
ト
ミ
な 

る
^

及
で
、
此
の
黨
派
の
W

目
も
亦
全
く 

r

wせ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。？

〗 e
h
a
n
o
v

は
專
ら
露
西
驵
社
會
民
主
黨
の 

:

J
 

, 

_
組
織
€
他
國
就
中
獨
逸
マ
ル

ク

ス

派
と
0

槌
虮
に
奔
走
し
た
。斯
く
て
一
八
八
三
年
に
至
つ
：て
、「

黑
土
新
分
割」
黨
は 

全
然
其
の
組
織
を
變
革
し
*
後
の
社
會
民
主
黨
の
母
體
た
る「

勞
働
者
解
放
團」

^

0

1

1

^

2

^

9

§
.
§
2

仏
&

牙

1

^

1

^

" 

:

:

な
.つ
て
出
現
す
る
k

至
つ
た
の
で
あ
る
。
同

年

p
s
m
n
o
v

は「

社
會
主
義
ど
政
治
的
鬪
淨J

の
一
書
を
.公
に
し
て 

丨
他
の
黨
派
に
對
し
て
S

S

の
立
場
を
鮮
明
に
し
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
見
地
か
らH

e
r
z
e
n
,
o
e
r
n
^
e
v
s
k
l
f

等
の
社 

會
主
義
、

B
a
k
u
l

の
無
政
府
主
義
、
並

ド

1
1
<
:
8<

2

の
グ
ラX

キ•

ズ
ム
を
批
判
し
論
駿
し
代
。
後
、
r
a
v
s
v
, 

.
M
i
h
a
i
i
o
v
s
k
i
i

の
主
觀
主
義
の
：社#
學
.說
に
對
し
て
論
戰
を
進
め
'

專
心
マ
ル
ク
ス
主
義
學
說
の
普
及
^

藐
痺
し
た
。
 

:

:

'

を
中
.心
と
す
る
マ
ル
タ
ス
.派
の
傘
搌
す
る 

:■
所

芒

な

つ
た
の
で
あ
る
。

. 

十

;

:
:•
;

■
農
奴
解
放
後
め
總
ゅ
る
革
命
的
社
會
運
動
を
指
導
し
來
れ
る
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
.勢
力
が
漸
く
衰
返
し
、
八
拾
年
代
以 

パ

;:
.;
_

マ
^
ク
ス
派
が
之
に
代
は
る
に
至
つ
た
と
い
ふ
此
の
進
展
推
移
は
、

一
に
；露
西
埤
に
於
け
る
經
濟
的
發
腿
の
結
娘 

:

.
た
，る
は
論
を
俟
た
ぬ
所
で

/あ
る
。
蓋
し
社
#
運
動
上
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
ー
の
承
認
は
フ
少
く
ど
も
社
會
の 

資
本
主
義
的
發
展V」

之
れ
に
附
隨
す
る
無
產
勞
働
者
階
級
め
發
年
：及
び
增
大
>ゝ」

.い
ふ
經
濟
的
條
件
の
存
在
を
豫
想
す

_ 

.

第

十

九

卷

(

S

九
九)

「

ヴ
，
ナ
ロ
ッ
ド」

ヾ
夂
後
の
本
命
的
社
罾
㈣
動 

笫

十

號

一
一九



1

娘

十

九

卷

(

一
^
O
Q
W r

ヴ

0ナ
q
ッ
ド」

w

某
後

.の
苹

<
^
:
_
會

越
»:
第

十

號 

ー
ニ
0

る
も
の
な
る
が
故
で
あ

る

。

然

ら

ば

果

し

て
露
«

亜
«;

%
等
の
'條

件

を

具

備

す

る

に

至
：

0

た

の
で
あ
ら
ぅ
乎
ィ 

^
 

:
:
■

:

露
西

1[
1
*經濟
史
を
«
べ
も
0
は

;露
西
亜
に
於
け
.る
製
.造
エ
樂
の
發
達
は
：

>
-一
而
か
ら
見
れ
ば
農
奴
解
放
の
■有
力

奪
る

I
k因
で
は
あ
っ
灰
巧
此
の
國
に
於
て
近
世
的
の
資
本
家
的
大
エ
業
が
漸
ぐ
實
現
す
る
に

M
っ
た
の
は
、
^
ろ 

ノ
農
奴
解
放
の
結
果
か
ら
で
あ

.っ
た
：と
い
，
ふ
事
に
.氣
付
く
で
あ
ら
ぅ

’ ！

八
六一

年
の
，農
奴
；解
放
は
、
其
の
解
放
の
不 

當
な
る
條
件
の
た
め
に

®
だ
不
徹
底
な
る
改
革
に
終
々
，
從
.っ
て|

般
人
民
の
不
滿
を
酿
成
せ

し

め

た

も
の
で
あ
っ 

’
：
た
が
、，之
れ
を
.1

般
經
濟
上
ょ

b
觀
察
す
：れ
ば
"
，露
西
鹿
は
此
の
根
本
的
變
革
に
依
っ
て
奴
課
經
濟
の
朿
縛
か
ら
離 

脫
し
、
而
も
一
轉
し
て
資

本

キ

_
的
經
濟
へ
の
大

'飛
蹯
を
經
驗
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
ど
考
へ
ら
れ
得

S
の
で 

あ
る
。
.ナ
ロ
ド
ニ
キ
侧
：か
ら
の
输
々
な
る
反
設
に
も
拘
ら
ず

"
«西
蓝
に
於
け
る
國
民
經
濟
の
資
本
主
義
化
之
之

 ̂

^

®
織

の

戀

®

-

v(l
:

明
0-
な

る

«

實

>
」

し
，て
現
出
し
來
り
っ
'、
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
總
ゆ
る
方
而
に
亘
っ 

て
，資
本
.主
«
的
_生
.產
の
’企
業
が
次
第
に
發
達
し
、
此

の

現
象
は
太
規

模

生
產
.事
業
に
對

す
る
政
府
の
直
接
間
接
の
補 

助
政
策
並
に
滔
々

‘72
る
外
資
の
流
入
に
促

5
れ
て
，一.
層
助
長
甘
ら
れ
る
に
至

'っ
た
。
.
斯
の
ぎ
刍
が
前
世
紀
後
代
に 

‘；
於
け
る
：露
瓯
亜
經
濟
社

.食
の
：|
«的
情
勢
で
あ
っ1た
。

.

.
然
る
；に
他
方
に
於
て
、
農
奴
解
放
战
の
赭
*

は
、
筆
者
の
屢
-

指
摘
せ
る
如
く
、
決
し
て
®
篛
な
る
農
民
を
し
て
靡 

:

實
上
彼
笱
の
奴
隸
的
®

遇
か
ら
解
放
せ
し
む
：る
事
が
な
か
っ
た
。
農
奴
解
放
の
條
#

は
：
農
敁
の
負
擔
を
著
る
し
く 

加
爾
す
る
ど
共
に
村
落
共
產
幽
體：

の
維
持
を
困
難
な
ら
し
め
、
斯
く
て
一
方
,̂
於
て
、.
村
落
共
產
制
崩
壊
の
危
機
^
.

•
誘
致
す
る
ど
共
に
、
他
方
に
於
て
、
人
ロ
の
增
加
に
伴
っ
て
農
民
0
所
有
す
る
零
細
な
る
土
地
を
狳
々
粉
碎
分
裂
す

る

に

{
、
乳

の

。

^

t
し

て

.

.勢
ひ

.農
業

.上
，..の
無

產

'踏
級

.が
發

生

：す

.今

VJ'-

い
.
.
.
ふ

.事
に

，次

；.っ
.た

.-。.

.

.
又

貧

窮

な

•る

農

■
民は

.}

「

r
a
s
i
n
n
* 

1
-
-
-
-
-
-
g
l 

- 

r
:
g 

1
1

斯
の
如
{

分
割
さ
れ
た
る
#

細
の
土
地
を
耕
作
す
る
こ
と
に
ょ
つ
，て
到
底
彼
等
の
生
活
を
支
持
す
る
事
が
不
可
能
で 

あ
つ
た
が
爲
め
"

忪
か
も
陳
璐
に
向
ひ
つ
、
あ
つ
た
都
市
の
大
工
業
的
企
業
に
吸
引
せ
ら
れ
、
都
市
無
産
階
級
の
數
. 

V」

其

の

勢

力

と

は

極

め

て

^:
迷

に

極め
て
大
な
る
膨
脹
#

M
を
球
し
た
の
で
あ
る
。

.

«:
#
;池
動
の
指
溥
漭
孜
は
此
の
著
る
し
い
現
象
ダ
看
過
す
る
事
は
な
か
つ
た
。
就

中

「

民
衆
の
中
へ」
の
運
動
の 

失
敗
に
依
つ
て
農
艮
の
無
力
ヾ」

怯
懦
ビ

に
絕
遵
し
た
ろ
彼
等
が
、
そ
の
運
動
の
主
力
を
' 
漸
次
一
大
勢
力
i

な
り
つ 

;

、
あ
つ
た
都
市
無
跪
階
級
に
向
く
る
^

至

づ

た

の

は

茧

極

當

然

の

事

と

言

は

ね

ば

な

ら

な

い

。
，即

ち

彼

等

は

、
>
民
衆

.
の
中
へ」

の
運
»
の
結
染
^
ょ

0
て
農
刺
ど
«|
市
ノ
農
段
と

:1
場
勞
#
、̂
此
の
兩
者
の
本
質
を
輿
併
し
«
の
各

々
に
»
す

る
取
命
運
動
の
瀹
雜
を
次
第
代
理
.解

し

つ

、
あ
つ
た
の.で
あ
る
。
從
つ
て
七
拾
年
代
後
期
の
綱
領
で
は
、
 

革
命
主
義
也
想
の
普
及
並
び
^

¥
命
的
勢
ヵ
扶
植
の
.，某
礎
マ」

は
る
可
き
眞
の
團
體
は
都
市
無
産
階
級
で
あ
る
¥

が
滇 

第
に
'！I:

め
ら
れ"

最
も
^
力
な
る
革
命
主
_

的
宣
修
ば
主
ど
し
て
、
都
市
，就
中
亩
都
^
於
て
’行
は
れ
る
情
勢
ど
な
り 

.

つ
.
N
あ
：つ
.忆
。
'此
の
事
は
、
又
他
方
ょ
6
見
れ
ば
¥

制
政
治
を
徹
廢
し
政
：府
の
：最

高

機

關

3:
:

一

掃

せ

ん

ど

す

ろ

此
の 

國
«
熟
の
革
命
的
目
的
^
對
し
？
最
も
ょ
く
逾
應
す
る
手
段
で
あ
る
ど
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
斯
か
る
事
惝 

の
-.
T

:

^

锨
市
無
產
階
級
が
切
確
な
るI

階
級
？
し
て
容
認
せ
ら
.る
く
^
及
ん
で
‘、
之
？
共
に
階
級
鬪
爭
及
び
經
濟 

:

w

決
®

論
に
關
す
る,

r
x

:
の
思
想
がJ

般
の
承
認
を
#

る
に
至
っ
た
の
も

亦
，
當
然
の
窜
£

目
は
ね
ば
な
ら
な
い 

.

夙
に|

八
七
八
年
の
交
、

w
k
t
o
r

 

0
5§
1
:
5?:
ー，
5
1
:
&-
3
/
10<
&
§
ゴ
等
の
勞
働
者
自
身
に
ょ
つ
て
指
導
^-
る
、「

北 

邱
露
‘西

亜

勞

働

者

聯

合

へ

プ

罗

沒

ョ

户

置

反

R
u
s
s
k
i
e
h

 

R
a
b
o
t
s
c
M
c
h

て
か
.、
社
會
民
..虫
'々

義
的
綱
領
を
揭
け
て
郤 

:
:
:ー
市
無
產
階
黻
の
運
動
に
從
«

し
た
事
は
"
兹
に
注
意
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
.綱
領
は
"

1

八
七
五
年
の
獨
總 

.第
T
九
卷
.

C
1

五

〇
一)

「

ヴ*

ナ
p
,
yド 
>

其
後
の
革
命
的
社
脅
連
動 

第

十

姚

5

1
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卷

C
l

五
o

u

v 

f
ダ
•
ナ
a
ッ
ドj

w

其

後

の

革

命

的

社

脅

.運

動

 

第

十

號

二

三

I

社
#
民
主
黨
の
ゴ
ー
タ
綱
領
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
ミ
言
は
れ
て
居
る
。
.而
，し
て
古

ぎ

截

命

主

義

的

行

励

ょ

ぅ

&

泌 

: 

し
、
社
會
民
主
々
義
に
遵
據
し

て

其
の
運
動
を
進
め
ん

i

す
る
.此
の
圆
體
の
主
張
这
活
動
と
は
、「

土
地
I

由
鐵

.に 

:

ょ
つ
：て
激
し
く
非
雛
攻
擊
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
彼
等
も
亦
其
の
機
關
紙
ふK

a
l
s
c
h
a
i
a

 

s
a
r
j
a
e

 

(Arbeiter- 

.M
o
r
g
e
n
r

olt
e
y

を
發
刊
1:
て
寧
ら
勞
働
者
の
啓
蒙
に
努
め
ノ
其
の
存
續
期
間
の
短
か
か
つ
た
に
も
枸
ら
ず
、
甚
だ
大 

,'
■

な
：る
影
锶
を
將
來
.に
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
八
枪
华
代
以
後
赌
く
行
は
れ
た
大
擺
業
の
指
導
者
等
は
、
槪
ね
此
の
刚 

.

11
の
下
^
敎
育
せ
ら
れ
た
、る
も
の
で
あ
つ
た
。

:

:;
露

: ©
1[
?
社
會
運
動
の
ァ
ル
ク
シ
ズ
；ム
へ
の
推
移
は
*
闽
ょ
ク
上
述
の
理
^
に
.基
く
も
の
で
あ
る
が
*
同
時
に
*
西

7

歐
諸
國
に
，
於
け
る
マ
ル
：
ク
シ
ス
：ム
運
動
の
随

#
R著
る
し
く
影
響
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
前

^
6八
^
年

^
^

び
，九
拾
年
代
は
彳
西
_

諸
_

に
於
て
"

國
際
無
政
府
主
義
運
動
が
漸
く
衰
颓
し
、
純
正
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
述
動
の
最

.

も
活
蹯
し
た
る
時
代
で
あ
る
。
英
國

R
於
て
は

.

.チヤ
！
チ
ス
ト
運
動
の
鎭
靜
ビ
共
に
全
く
消
滅
し
た
か
の
如
<
觅

ぇ
て
居
た
舭
會
主
義
恐
想
が
復
活
し
ハ
勞
働
考
は
”
勞
働
鈕
合
の
み
を
以
て
し
て
は
到
底
其
の
地
位
を
改
善
し
得
な

い
？
知
つ
て
、
政
治
的
活
動
を
始
め
た
。
而
し
て
一
八
八
ー
年
^
はH

y
n
d
m
s

^

ょ
つ
て
指
襟
さ
る
、

1-
5
然
た
る

.
マ
ル
ダ
ス
生
義
爲social 

D
e
m
o
c
r
a
t

o-F
e
d
e
r
a
t
i
o
n

が
設
立
せ
ら
れ
た
。
佛
蘭
西
に
於
て
も
亦
之
れ
S
同
様
に
、

.

.

.
マ

ル
ク

シ

ズ
ム

は

J
c
e 

GuesdA

等
祀
ょ
つ
て
廣
く
宣
•傅
せ
ら
れ
、Guesde

を

盟
主
と
す

る

マ

ル

ク

ス

鐵
P
I

o
u
v
a
e
r

が
組
織
せ
ら
れ
れ
'0
觅
に
獨
逸
に
於
て
は
、
卜
泛
邕
矿
派
の
全
獨
逸
勞
働
者
同
诹
マ」
B
e
h
e
l

の
率
ゐ
る
社

一
 

v

會
民
主
勞
働
黨V」

が
合
同
し
て
I
獨
逸
社
會
民
主
黨
を
組
織
し
、

一
八
.七
五
年
の
ゴ
ー
タ
.綱
«

の
出
現
ミ
な
つ
た
。
此 

一
 

_9

黨
派
はB

i
s
m
a
s

の
社
會
黨
鎭
滕
法
:0
腿
迫
.に
も
拘
ら
す
次
第
に
勢
力
を
增
人
し
、
而
も
漸
次L

a
s
s
&
o
,

の
影
響

を
悅
し
て
純
然
た
る
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
方
向
に
進
展
し
つ
、
あ
つ
打
の
で
あ
る
。
露
西
鹿
の
マ
' ダ
ク
メ
虫
義
述
動
レ 

亦
V

西
.歐
諸
國
に
於
け
る
此
等
の
運
难
に
促
さ
れ
、
且
つ
之
れ
i

步
調
を
共
に
しV

勃
興
し
f
tも
の
に
他
び
ら
な
か 

つ
^
ノ
殊
R
獨
逸
に
於
け
.る
社
^

民
主
々
義
述
11
ど
は
常
に
密
接
な
る
關
係
を
翁
し
て
居
た
の
で
あ
る 

H
e
h
i
v

5:
初
め 

P
;

 Akselrod, 

v
oi
<
r
a
z
a
s
u
l

o<
,
 

L
e
o

 

D
e
u
t
s
c
h

 

等
.は
.
、|

 

八

八

三

年'

C
命
地
ジ
ェ
斤
バ
に 

人ト、
c r

勞
働
者
解
放
團」

を
組
織
し
た
。
^

の
綱
領
.は
、
猶
.幾
多
の
點
に
於
て
ナ
P
ド
二
キ
の
觀
念
を
全
く
脫
郤
し 

'た
も
の
で
は
な
炉
つ
た
け
れ
ざ
も
-
明
に
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
理
論
^
遲
い
た
社
會
民
主
々
«
的
雜
領
•で
ゐ
.つ

た

M 

來
露
西
迪
の
社
會
運
動
は
次
第
に
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
方
向
に
導
か
れ
て
行
つ
た
。
f
一
 

八
九
八
年
に
其
の
誕
生
を
見
た 

:>
:

る
}「

露
西
®

社
會
民
主
：々
義
勞
働
*

」

一
は
> 

實
R

此

の「

勞
慟
者
解
放
團」

を
中
心
せ
し
-
露
西
萠
全
土
忙
宜
っ
て 

.鑛
出
し
.
た

る

同

種
,0
社
會
主
義
團
體
を
單j

の
紐
織
に
結
合
し
た
る
も
の
で
あ
つ
，た
。

パ
:
十

i

兎
も
あ
れ
、

マ
ヶ
ク
ス
派
>か
露
西
鹿
社
會
運
動
史
上
|1
-
却
ず
可
ら
ざ
る
地
步
を
占
む
る
R

至
っ
た
の
は
、
高
々
前 

世

紀

八

拾

年

代

以

後

の#

で
：あ

る

。
：勿

論"
^
自
の
學
說
ざ
思
想
マ」

は
、
旣
に
早
く
か
ら
知
！S

階
級
の
間
に
普
及
し 

又
事
實
上
露

西
他
の
著
名
な
る
社
會
、王
義
革
命
家
に
じ
て

_

卩
ミ

個

人

的

親

交

の

あ
つ
た
者
も
少
な
く
は
な
か
つ 

け
れ
ざ
も
、
最
も
猖
獗
を
極
.め
た
^

六
七
拾
年
代
の
^

命
的
社
會
運
動
に
於
て
"

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
影
響
は
«
か 

:'
に
興
の
^

鱗
を
示
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
之
れ
が
®
調
を

な
す
'も
の
は
實
に
ナ
ロ
ド
一
一
キ
社
會
主
義

の
思
想
^
他
な
ら
な
^
つ
た
の
で
あ
る
。
：

、

:
s
Q
e
s
t
.
l
a

 

c
a
t
n
o
a
g
n
e
.
.
q
u
i
.
f
a
i
t
:
l
e
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pa
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e
t
.
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e
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t
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s
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n
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口
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其

後

梁

命

的

黎

護

' 
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號

二
 

6

動
が
、

露
西
迪
は
根
本
的
に
農
業
_で
あ
る
、
.故に
露
西
取
及
び
露
西
取
の

.遨
：命̂
關

す

る

總

て

の

思

想

：が
農
民 

(
m
u
z
i
k
)

k

向

け

ら

fね
ば
な
ら
な
い

ど

い
ふ
®實
の
表
現
で

あ
る
限
シ
R

於
て
、. Ro

u
s
s
e
a
u

の
s E

m
〗i
e

ご

U
T0
 

此
の
1
句
は
ナ
ロ
ド
-

キ：思
'想：の
信
條
で
あ
つ
た
、
ビ

M
a
s
a
r
y
k

は
：記.述
し
て
居
る：o 

(

o
p，c?t. 

p. 

304
)

露
西K 

の
ft
會
上
、
經
濟
上
の
某
礎
は
農
業
に
あ
る
、
農
&
ば
入
ロ
の
挺
對
.的
#

«
を
占
め
て
居
る
、
故
に
社

食
上
：、
政
治 

上
.

紙
濟
上

！

切
の£

5
题
は

#m
li
t

0

l

aに集
中
す

る
も
の
で
あ
つ
て
V

文
學
，
歷
.史> 
社
#
斗
學
の
如
き
も 

の
も
亦
"：
黏
埽
農
民
生
活
.を
，中
心
5
し
て
&

扱
.はれ
ね
ば
：な
.らな
.い
ぞ
い
ふ
思
想
が

承
認
さ
れ
た

。
從

つ

て

載

.#

改 

M
の
出
題
も
亦
&

民
を
»)
攸
し
'彼
等
^

其
"の
自
ら
耕
ず
：所

の
土
地
を
興

へ
ょ
ご
の
要
求
に

其
の
根
源
を
發
す
る
も

の 

で
あ
つ
.气
さ
れ
ば
西
歐Q

社
會
義
思
想
が
此
の
國
に
流
人
し
た
時
、
著
る
し 

<
;
其
を
變
へ
、
此
處
に
，一

一；：

ナ

ロ

ド

.
テ

キ
|1
:

«
主
雜
者
は
>
露
西
妝
の
社
會
的
經
濟
的
進
步
が
特
殊
の
進
路
を
.迎
る
.可
き
も
の
で
め
る
«
信
じ 

た

.
讲
ち
質
本
主
鞔
的
»

«
は
，
露
西
亜
で
は
"M

a
r
x

 

:
の
說
く
如
く
，ft
#

進
.化
の
必
然
的
發
達
階
段
で
は
な
く
、
 

此
の
»
.の
事
情
は
ゝ
斯
の
如
会
*
渡
的
階
段
を
踰
越
し
て
ー
蹓
社
會
主
義
の
時
代
に
到
達
し
得
可
き
前
提
條
仲
を
具 

備
じ
で
思
る
き
考
へ
相
の
^
あ
る
。然
ら
ば
其
の
條
件

eば
何
で
あ
る
か
？
い
ふ
に
、
露
西
鹿
村
落

共
產
11
@(

窆マ
.

) 

の

制

度

が

之

れ

で

あ
^
。
*

等

の

所

信

に

遵

へ

ば

、

露

四

亜

の

村

落
共
產
圆
體
制
度
ば
.、
固
ょ
ぅ
原
始
共
產
往
活
の 

遺
物
に
は
相
違
な
々
が
、.

「

又」

而
に
は
露
'西
瓶
祉
#

の
特
殊
的
環
壞
の
：產
物

,,
レ

し
て
存
績
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、

此

、の

制

度

_に

改

善

を

加

へ

，、

益

：々

之

れ

を

發

遠

せ

し

ひ

る

事

に

依

つ

て

、

將

來

の

共

產

由

_

的

地

.方

自

治

瞻

の

填

位

，
 

を

.

^

ず̂

；
る

;1
:

”
.
至

.る

可

含

も

の

で

あ

る

ふ

に

，
の

っ

た

。

彼

等

は

、

：：：：

村

落

乘

產

內

部

の
連

帶

的

關

係

i

相

瓦

.

'扶：：

期
W

精
神V

.

の
中
に
共
康
主
義
.：的
启
由
.の
原
則
.を
認
め
*

之
を
-»
て
：彼
：等
0

#
會

主

，
義

的

希

缚

と

結

合

し

ょ

，

5
-
V
J

 

企
て
た
の
で
.ゐ
る
。
ナ
U

ド
三
キ
社
會
ま
義
0

斯

の

如

会

患

想

は

、*

し.
V

ー
定
0

形

式
|:
統
一
さ

れ

た

明

確

な

る 

敎
義
で
は
な
か
つ
た
。
又
.
i

A
'0
權
烕
あ
る
预
：論
他
指
導
者
を
も
^

し

屈

ら

な
-い
。
筆
者
.が
.前
段
叙
說
し
來
6

た 

る
如
く
、
褪
々
な
.る
傾
向
の
理
論
家
及
.び
黨
爾
が
各
々
の
様
式
に
從
つ
て
虫
張
し
唱
道
し
た
る
所
で
あ
る
•
か

，

f

 

當
年
の
社
會
主
義
思
.想
の
根
幹
を
な
す
顶
の
.も
の
、
從
つ
て
又
當
時
の
堪
命
的
社
會
述
動
の
®
調
ビ

な
つ
て

居
た
所 

§
.

も
の
は
"

全
く
斯
の
如
き
ー
聯
の
思
想
に
他
^

ら
な
か
つ
た
の
.で
あ
る
。

:

‘：勿
論
後
如
の
ナ
ロ
1-
〒
キ
：は

、:露

：
西

蓝

の

資

本

主

_

的
發
展
の
倾
向
を
無
視
す
る
事
は
な
か
つ
た
。
併
し
マ
ル
ク 

ス
派
が
露
西
他
衬
落
共
.適
圃
，«

を
：2
1し
て
、
.
原
始
的
共
產
制
度
.の
單
な
る
殘
.滓
で
あ
つ
て
、
近
世
に
於
て

.は

«

制
的 

政
府
及
び
資
本
家
階
級
が
最
度
の
搾
取
手
段V

J

し
て
之
を
利
用
し
強
制
す
る
所
で
f

,

且

つ

此

の

制

度

は

ょ

办

-高 

き
資
本
主
義
的
發
逄
0

行
程
.に
，於
て
當
.然
崩
壤
し
消
滅
ず
可
さ
運
命
を
負
ふ
も
の
な
り
ご
せ
る
見
懈
、

又
村
落

典
*產 

削
職
の
制
度
は
農
民
め
物
質
的
利
益
を
損
傷
す
る
S

共
に
"

其
.の

1

切
の
利
益
を
農
民Q

傅
統
に
依
つ
て
制
限
し
て 

以
て
其S

精
*

的
發
達
を
^

阻
寄
す
る
だ
な
せ
る
非
難
に
*

し
て
は
、
全
然
反
對
の
態
度
を
示
し
た
。
換
a

せ
ば
、 

後
期
の
ナ

ロ
ド

ニ
 
_キ
は
火
體>2

於

てMa.x

の

學

說

を

承

認

し

た

け

れ

ざ

も

、

歷
，史

的

進

化

の

說

明

に

關

し

'て
は
永 

ぃ
間
之
れ
が
I

I

張
し
て
居
g

で
あ
る
.：
 

.

ナ

■ロ
ド
テ
キ
社
會
主
義
の
以
上
の
特
質
と
相
並
ん
で
、
當
時
の
社
會
運
動

.の
上

箸̂
る
し
く
瑰
は
.れ
て
居
る
他
の 

特
徴
%
見
逃
す
こ
ビ
が
出
來
な
ぃ
。
即
ち
露
西
蓝
の
社
食
運
動
は
首
犀I

賞
、
膽
制

.的
専
制
，主
義
に
對
す
る
反
抗
的 

鬪
带
：で
あ
づ
た
事
は
明

0
で
あ
る
が
、
就
中
當
時
の
連
動
に
於
て
は

"
極
度
の
'.抑
壓
ビ
追
害
ミ
に
對
す
る
反
動
的
傾 

笫
十
九
卷
ス

一

五〇

?£〕
「

ダ
•ナ
ロ
夕
ド」

こ
其
後
の
苹
命
的
社
會
連
拗 

第

十

號

r
s



. 

第
十
^

#

(
1

五
〇
六〕

'

「

ゲ
參
ナ
•ロ
ッ
^
-

」

ミ
其
後
め
苹
命
的
：社
會
}1
動
：
 

第

十

號

1

0

\ 

向

：が
莜.だ
願
著
で
あ
つ
た
さ
いH

事
で
あ
る
。

一
切
の
權
威.を

： .

否
.定
す
る
無
政
府
主
義
思
想
が
此
の
國
に
'於
て
.決
定
：

•
 

的
の
影
#
を
與
へ
た
と
い
ふ

の

も

、

ft
A

の
自
ぬ
、

僩

性

の

解

放

の.要

求

が

革

命

思

想

の

：根

本

服

理

を

形

成

す

：る
に

'
至
つ
1た
の
.も
、皆
等
し
く
社
會
上
の
總
ゅ
る
方
面
の
滕
迫
に
剡
す
る
ー
の
反
動
で
あ
つ
たw

看
做
す
雄
が
出
來
ょ
ぅ
"

斯

く

て「

村
落
典
產
湖
體
制
度
の
信
抑
が
ナ
て
ド
二
キ
の
學
說
の
經
濟
上
の
中
心
a

で
あ
つ
た
如
く
、
個
性
の
信
仰
、

.は
其
の
哲
學
上
の
切
發
點
ど
な
つ
て
居
ゐ
の
.で
あ
る」

。(

1
1各
3?
0
善

2
;
:
2
8 

E
n
t
w
i
c
k
l
u
r
i
g
,

 

S
.

 

4
0
。
M
i
h
a
f
s
k
H

 

レ

「

個
性
の
爲
，め
の
^」

を

'©
:

し
、
又

I
s
.
v
r
o
v

が
批
刺
的
に
思
煮
ず
る
個
性
を
社
#

的
進
步
の
股
動
刀
'

v
j

し
て
推 

稱
し
、
而
し
て
此
の
兩
著
の
身
說
が
■赏
時
の
维
命
運
動
の
-理
論
的
華
礎
ど
な
つ
て
居
る
事
は
旣
に
說
述
し
た
る
所
ズ 

あ
る
。

又
當
時
、
殊
に
七
拾
年
代
の
終
末
に
向
つ
て
未
會
有
の
猖
轉
を
遑
し
ぅ
し
た
テ
ー
リ
ズ
ム
の
傾
向
の
如
き
‘
、
極

端
な
る
«
制
主
義
的
迪
番
に
對
す
る
必
然
的
»
發
で
あ
つ
た
、ヒ
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
一グ
ー
リ
ズ
ム
は
、
芾
命
的
社
#

:

述
動
の
必
然
の
.要
索
で
：も
な
.、
、
叉
決
し
て
有
効
手
段
で
は
な
い
で
あ
.ら
ぅ
。
併
し
當
年
.の
*西

：： g

に
於
て
避
く
可

ら
ざ
る
必
然
の
勢
で
.あ
つ
た
事
は
"

之
れ
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
■
當
時
の
芾
命
黨
•は
、
其
の
恐
怖
主
.

.

義
的
急
進
主
義
に
も
拘
ら
ず
、
政
治
上
、社
龠
上
の
實
際
問
題
に
.關
し
.て
は
"
其
0
要
求
す
る
所
が
左
程
著
る
し
く
過

.

激
で
は
な
か
つ
れ
と
い
.ふ
事
が
屢
々
主
：張
せ
ら
れ
る
。
例
べ
ば
ニ
八
八
ー
年
ロ
|月

十

日

(

歷
山
ニ
世
暗
殺
事
仲
の
.直
.

¥

)

、「

人
民
の
意
志」

«

が
歷
|1
1
三
世
.に
宛
て
た
著
名
な
る
書
简
で
、
彼
等
は
單
に
自
由
代
議
政
體
の
爲
め
^

戰
つ
T

居
る
に
過
ざ
な
いV」

い
ふ
事
、若
し
％
皇
帝
が
人
民
の
選
擧
に
依
る
國
£

議

會

を

召

集

す

る

な

ら

：ば

、
彼
^

は

斯

の

如

 

卿 

少、
： 

き
.議
：看
‘(?
)
获
_

に
對
，し.，て
は
：無.條
郝
，狀
：，服'從
-
:
>
'
:
、
-議

會
0
潜

德

す

ネ

加

：何
ぶ
る-政
‘府
に
對
し
て
も
決
し
.
.
 ̂

.

Tf

l

a

s

#

抗
を
爲
さ
な
い
で
あ
ら
ぅ
，匕
宣
言
し
た
ミ
«

へ
ら
れ
て
思
る
。
而
し
て
斯
の
如
き
事
例
は一
k

し
v

Jh
ま
ら
び
い
の 

纒 

で
あ
る
：。
然
る
に
政
府
の
顽
迷
な
る
保
守
的
與
制
生
義
ヒ
峻
烈
苛
酷
な
る
迫
辔
ど
處
罰
ミ
は
"
彼
等
を
し
て
最
卑
や 

.
其

處

に

は

：
何

等

の

合

，
法

的

手

;®
の
餘
地
な
き
を
痛
感
せ
し
め
た
.
斯
く
て
ク&

リ
ズ
ム
は
、
自
己
防
衛
の
手
段
ど
し 

^

て
も
亦
：必

然

な-
^^
獅
せ
ら
れ
た
の
ヤ
あ
る
0

ソ

レ
\

ナ
ロ
：ド
-

キ

的

社

會

主

義

思

想

は

、
七

抢

年

代

の

：ナ
ロ
ド
一
一
キ

¥

命
蒙
の
衰
亡
、/

」

典
に
滅
び

た

る

も
の
で
は
な
し 

.露
西
.姐
に
於
け
る
社
會
運
動
.の
指
導
者
は
、
假
令
彼
等
が
純
芷
マ
ル
ク
A

主
義
を
奉
ず
る
も
の
で
あ
る
ミ
し
て
も
* 

常
に
：「

土
地
ざ
自
|1
-
1

」

の
®

統
的
觀
念
を
無
視
し
街
な
い
か
ら
で
あ
る
。
爾
來
ー
九I

七

^

の

大

革

命

の

成

就

する

• 

丨
迄
、
露
西
亜
の
祉
會
.運
»

は
へ
實
に
波
獅
極
ま
A

な
き
難
路
を
迎
つ
て
K

る
の
で
あ
る
：が
、

そ

し

て

乂

革

命

後

^
•
、ホ

リ
シ
エ
ヰ
キ
政
府
は
、
其
の
，雞
設
的
雄
.業
に
當
つ
て
拘
(̂
:

雛
趟
な
る
行
路
を
經
驗
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
が
、
篼
^

我
々
は
、
其
處
R

i

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
對
す
る
ナ
”
ド
二

キ

,©
想
0
混
淆
ど
*

輊
.
5
|1
1
爭
と
を
瞥
見
せ
ざ
る
を
得
な 

い
.も
.の
：で
.あ
る
。C

完
.

) 

.

^
厕
賢
思
想
概
黐
^
笫

十

九

卷

色

ぎ

為

せ

て

、
之
れ
が
.全
篇
を
脱
す

も
：S

.T
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